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発刊にあたって

今回ここに発刊の運びとなりました報告書は、中山間地総合整備事業黒河内泉地区の圃場整備工事の施

工に伴い、平成10年度に実施した黒河内泉原遺跡の緊急発掘報告書であります。

この泉原遺跡のある黒河内区の泉集落は、三峰川水系美和ダム (昭和34年完成)流域の上流部で三峰川

の右岸第一段丘上に位置し、東と南の二方はおよそ30mの段丘を背負い、一方北及び西側は眼下に美和ダ

ムを見おろす段丘となっており、この中段地域は狭陰な地形ではあるが背後の段丘直下からは地名ともな

っている豊富な湧水が各所に見られ、山や川で狩猟の採集生活をするには最適な場所であり、また、近く

には中世の時代に築かれた神明城址もあって、埋蔵文化財の包蔵地として古くから多くの人びとが生活の

拠点としてきた場所であり村を代表する重要な遺跡であります。

今回の調査は、圃場整備地区のうち平成10年3月 に実施した試掘調査により遺構が認められた部分の4,000

平方mを 中心に トレンチ掘りによる調査を行いました。その結果、縄文中期後葉の住居址23箇所、縄文後

期の住居址4箇所、平安時代の住居址4箇所が確認され、出土した住居なL内からは縄文中期後葉から平安に

かけてその時代が比定できる完全な形の埋甕、伏甕、土師器、灰釉陶器のほか、13,000点にも及ぶ土器片、

陶器片、石器類が多数出土し、土壊からは約4,500年 を経過したと思われるクル ミの実や焼土、炭の小片、

墨書椀等が発見され、これからの研究を進める上で重要な役割を果たすものと確信しております。

長谷村ではこのような本格的な遺跡の発掘調査は初めて行われたものであり、残念ながら本遺跡におい

ても一部地域が水田整備のために遺構が破壊されており全貌を知ることができませんでした。

この調査にあたり、快く調査の実施にご協力いただいた団長の友野良一先生をはじめ、積極的に参加協

力をいただいた作業員の皆様に心から感謝を申し上げるとともに、この報告書が今後の地方史研究のため

大いに活用されることを願い、発刊の言葉とさせていただきます。

平成11年 3月

長谷村教育委員会 教育長 伊 東 栄 人



例   言

1。 本報告書は、平成10年度実施した整備工事に伴う、埋蔵文化財緊急発掘調査報告書である。

2。 この緊急発掘調査は、長谷村役場の委託により長谷村教育委員会が実施 した。

3。 本報告書は、短期間にまとめるよう要求されているため、調査によって検出された遺構、遺物は、

より多く図示、図版化することに重点をおき、資料の再検討は後日の機会に譲ることとした。

4。 第 3章第 2節中遺物分布については、下記のとおりに図示 した。

凡例  土器0 土師■ 石器▲ 陶器○ 灰釉図

黒曜石△ 鉄器× その他☆

5。 本報告書の執筆者及び図版制作者は次のとおりである。

○本文執筆者 友野良一、松島信幸、寺平宏、中山善郎、伊東栄人、中村徳彦

○図版制作者 友野良一、松島信幸、寺平宏、奥田静子、鈴木 岬、唐沢春恵、鈴木和恵

宮下彦二、伊東好一、中山源一、ガヽ松正人、中山喜与子、倉田栄子

○写真撮影  友野良一、中山善郎、中村徳彦

6。 本報告書の編集は主として長谷村教育委員会が行った。

7.遺物及び実測図類は長谷村教育委員会が保管している。
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第 1章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至るまでの経緯

中山間地域総合整備事業黒河内地区内の同事業圃場整備地区内に以前の分布調査により、埋蔵文化財包

蔵箇所があることが確認されていたため、遺跡発掘調査を実施することとなった。本発掘に先立ち、平成

10年3月 に2m× 2mのグリットを約100ヶ 所設定し試掘調査を行ない、縄文時代、平安時代の遺物が多数発掘

された。その結果をうけ、平成10年度に本発掘を行うことになり、平成10年7月 1日 に上伊那地方事務所長

と長谷村長との間で埋蔵文化財発掘調査委託契約書を締結、 友野良一団長以下8名で発掘調査団を編成 し

発掘業務を遂行することになった。平成10年7月 15日 に現地に参集して安全祈願を行い、発掘調査を開始 し

た。

第 2節 調査会の組織

○ 長谷村教育委員会

教育委員長 (前 )

同職務代理 (前 )

教育委員  (前 )

(前 )

教育長   (前 )

教育次長

生涯学習係長

同係

○ 泉原遺跡発掘調査団

団 長  友野良一

副団長  中山善郎

調査員  松島信幸

寺平 宏

本田秀明

(日 本考古学協会委員)

(長谷村文化財専門委員長)

(第 四紀学会会員)地形 。地質

(第四紀学会会員)地形 。地質

(長野県考古学協会委員

。長野県文化財パ トロール員)

伊東耕平

北原正美

北原正美

中山汎圃

宮下郁夫

中山汎圃

渋谷一郎

宮下公平

伊東栄人

伊東耕平

伊藤由紀子

中村徳彦

松田元伸
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第 3節 発掘調査の経過

発掘調査日誌

1998

7.15 午前8時30分、友野良一団長以下9名 により安全祈願を挙行。

3月 に行われた試掘調査の結果から、調査区の北側に遺跡が存在しているものと思われ、グリット

II-18-1メ ッシュより四方に土を除去する。

7.17 バ ックホーによる表土の除去。表採遺物多数。

7.21 バックホーによる表土の除去、並びに人力掘削。J… 131メ ッシュより炉、柱穴址らしきものが出土。

住居址と思われる。

7.22 午前、J-1&1メ ッシュより出土した住居址らしき遺構を、床面が確認されたことから、第1号住居

址とする。東西にベル トを残す。

午後、I-18-1メ ッシュ付近をバックホーにより表土を除去する。第1号住居址図化。

7.23 午前、卜18-1メ ッシュ付近を人力掘削中に石囲炉が出土。床面も確認できたため、第2号住居址と

する。

午後、第1号住居址図化終了。床面、壁面を掃除し写真撮影をする。

7.24 午前、第2号住居址図化、写真撮影終了。第2号住居址西側をバックホーにより拡張、I-18メ ッシ

ュ付近より柱穴址を確認。

午後、午前中に確認した柱穴址付近を掃除し、床面及び壁面を確認。第3号住居址とする。ベル ト

を残 し、住居址断面の実測をする。

7.27 午前、第3号住居址南、I118メ ッシュ付近より住居址の床面を確認。第4号住居址とする。

住居址の中央付近にほぼ完全な形で炉が出土する。

午後、第4号住居址内南 Pl・ P4間 より埋甕が二つ並んで出土。II-18メ ッシュ北東より炉と思われ

る石組みを発見する。同時に床面も確認でき、第5号住居址とする。

7.28 午前、J-131メ ッシュ付近から住居址出土。第1号住居址と切り合うように、第6号住居址を確認す

る。中央付近から炉が出土。II‐ 18メ ッシュ付近より住居址床面を確認、第7号住居址とする。

午後、II… 18メ ッシュ付近、II-17-1付近より住居址らしき遺構が4つ確認され、第8、 9、 10、 11号住

居址とする。第8号住居址、第11号住居址発掘作業中に、石棒 (安山岩製)出土。先と後が欠けて

おり、友野先生より神として使用したものではないかとの説明を受ける。

7.29 第6、 7、 8、 9号住居址図化。第7号住居址を例にあげ、方形竪穴式住居、石芯粘土篭の構造につい

て説明をしていただく。

7.30 朝から雨が降り、午前10時より作業開始。長野県文化財パ トロール員本田秀明さんがお見えにな

り、発掘方法についての指導を受ける。

午後、天候が悪くなり現場作業中止。屋内にて、全作業員で遺物を洗う。

7.31 午前、第6号住居址をクリーニングし写真撮影を行う。

午後、HH-17-1付 近より、石組み出土。20cmほ ど掘り下げた地点に床面を確認。第12号住居址と

する。

8.3 午前、第7、 8、 11号住居址の測量後、住居址内をクリーニングし写真撮影。第10号住居址の堀出

し。 CNH取 材 。
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午後、2時30分頃から雨が降りだし現場作業中止。

8。 4 午前、第10号住居址をクリーニングし写真撮影をする。

午後、第10号住居址の測量、遺物の出土位置を図面におとす。HH-17付近に調査場所を移動 し、

バックホーによる表土剥ぎを行う。信濃毎日新聞、CNH取材。

8.5 HH-17付近より3遺構が出土。第15、 16、 17号住居址とする。伊東隆之先生が第12号住居址の測量

を行う。友野先生から、遺構を掘り足りないとの注意がある。第14号住居址西から甕出土。

第9、 13、 14号住居址のクリーニングを行い写真撮影をする。

午後、教育次長、北原ゆう子さん (CNH)現場視察。

8.6 第15号住居址の周溝を掘り、仕上げをする。バックホーは、HH…161付近に移動し、表土を剥ぎ

取る。

8。 7 午前、第10号住居址 (平安時代)か ら、墨書の土器が出土する。HH-161付近より、住居址が確認

され、第18、 19、 20号住居址とする。

午後、第15号住居址の測量、遺物の出土位置を図面におとす。

8.10 第16、 17、 18、 19住居址の発掘。作業員3人は、遺物を洗い整理する作業にとりかかる。

8。11 午前、第16号住居址発掘完了。第17号住居址より、埋甕が二つ出土する。

午後、第16号住居址浪1量、床面をクリーニングして写真撮影を行う。第17号住居址の発掘が完了

する。 I117メ ッシュ付近より住居址が確認され、第21、 22号住居址とする。 I-161メ ッシュより

住居址らしき遺構が確認され、炉、床面が確認できたため、第23号住居址とする。

&15 午前10時より友野先生、NHKの取材を受ける。 (伊東耕平教育委員長、中山善郎長谷村文化財

専門委員長、調査区地権者黒河内元美さん出席)第 16号住居址出土遺物の埋甕、第23号住居址を

取材。

8。17 午前10時頃まで雨が降り、テント内で待機。埋甕が第4号住居址より二つ、第5号住居址よリーつ、

第6住居址よリーつ出土する。                  ・

8。 18 午前、第17号住居址発掘完了。第21、 22号住居址内をクリーニングして写真撮影を行う。名古屋

大学から2名現場視察。

午後、第20号住居址より深鉢出土。第17号住居址写真撮影、図化。

8。19 第21、 22号住居址測量完了。第18、 19、 20号住居址内をクリーニングして写真撮影。

8。20 第19号住居址横より、埋甕出土。II‐ 16メ ッシュより住居址が出土、第24号住居址とする。住居址

内の炉の断面を実測した後、炉内の遺物を取り上げる。第19号住居址測量完了。

8。21 11‐ 161メ ッシュ北より、住居址が出土、第25号住居址とする。第24号住居址を図化する。

8.22 今までとった住居址実測図を、友野先生の指導のもと清書する。

8.23 住居なL実測図の清書。

8.24 第24号住居址測量完了。第23、 25号住居址クリーニング後、写真撮影。箕輪町教育委員会より視

察6名。長谷小学校校長、長谷中学校教頭視察。本日より伊那市から2名参加。

8.25 午前、第23、 25号住居址測量、遺物出土位置を図面におとす。

午後、松島先生、寺平先生、北村先生来村、現場視察。

8。26 長谷中学校生徒75名 、泉原遺跡現地見学 (午前9:00～ 10:00)雨のため遺物洗いをする。

午後、■16メ ッシュより出土した第26号住居址のクリーニング、写真撮影。第16号住居址より深

鉢出土。

8.27 第26号住居址の測量、遺物出土位置を図面におとす。高遠町より4名 、箕輪町より3名 、現場視察。
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HH-16メ ッシュ付近より第27号住居址、H‐161メ ッシュ付近より第28、 29号住居址出土。

午後2時、降雨のため作業中断。

8。28 午前10時30分泉原遺跡についての打ち合わせ会。 (友野先生、教育長、教育委員長、長谷村文化

財専門委員長、長谷村役場建設課課長、調整官、建設課係長、建設課宮下、保科、教育委員会生

涯学習係長出席)重要な遺構については、砂等を入れ、壊さぬよう保存 していくとの結論。

HH-19-1メ ッシュ付近より第30号住居址出土。住居址内より土師器片出土。中日新聞、信濃毎日新

聞取材。

8。30 午前、K‐ 18-1メ ッシュ付近より、第31号住居址出土。

午後2時 より、現地説明会を行う。

8.31 松島先生、寺平先生による地質調査。第30号住居址内の炉の断面をとり、炉内の遺物を取り上げ

る。

9。 1 第27、 30号住居址測量完了。第31号住居址発掘完了。長谷小学校教頭、長谷村役場総務課長、現

地視察。午後1時 より、泉原遺跡航空写真の撮影。 (午後2:25終 了)

9。 2 第31号住居址測量、写真撮影完了。本日で発掘作業は終了とし、埋め戻しを始める。

9。 4 出土遺物の整理、報告書作成のための整理作業開始。

9。 7 現場埋め戻 し終了。

=発掘調査、遺物整理に参加いただいた方々 (同不順・敬称略)=

宮下彦二 伊東耕平 伊東好一 中山源一 小松正人 伊藤隆之 松下末春 小田切守正 黒河内一道

北原正美 伊東昌幸 黒河内千弘 飯塚政美 伊沢紹次 中島廣治 青木実 宮脇陽子 中山喜与子

中山緋佐子 黒河内英子 倉田栄子 神林和子 中沢知子 黒河内初子 池田保江 中山たつ子

中山美代子 鈴木岬 奥田静子 鈴木和恵 唐沢春恵 松本ひろみ 福澤幸一

ltl東部建設 lal峰 コンサル 長谷村役場職員
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 遺跡の位置

今回の発掘調査である長野県上伊那郡長谷村大字黒河内633番地を中心とする泉原遺跡は、東経138度05

分14秒 ・北緯35度46分24秒に位置している。この泉原遺跡は、」R飯田線伊那市駅より約18kmの地点にあ

たる。また、中央東線茅野駅から杖突街道 (国道152号線)にて至ることもできる。泉原遺跡は、三峰川と

黒川が合流する場所の右岸段丘上、標高880m内外の範囲に分布する遺跡である。

第1図 泉原遺跡の位置図
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第2図 泉原遺跡と周辺の遺跡分布図
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表1 長谷村内遺跡一覧表

種 別 時 代 名  称 所 在 地 地 目 発 掘 歴  侑無

散布地 古墳・奈良。平安 。中世 。近世 荒 神 沢 遺 跡 麓山
村

山

谷

持

長

非

散布地
縄文中期 。古墳 。平安 。中世・

近世
狐 塚 遺 跡 持 山 1 段丘斜面

散布地
縄文中期 。奈良 。平安 。中世 。

近世
一 本 木 遺 跡 プト 持 山 扇   央

散布地
縄文中期,後期 。平安 。中世・

近世
中 原 遺 跡 ブト 持 山 扇   項

散布地
縄文中期,後期 。平安 。中世・

近世
下ノ中原遺跡 ブト 持 山 扇   央

散布地
縄文中期,後期・古墳・奈良

平安 。中世 。近世
中非 持 遺 跡 中 非 持 段丘中央

散布地 縄文中期,後期・平安 。近世 垣 外 田遺 跡 中 非 持 段丘中央

散布地 縄文中期・奈良 。平安 神 明 塚 遺 跡 中 非 持 段丘縁部

散布地
縄文中期 ,後期 。平安 。中世 。

近世
神 田 遺 跡 中 非 持 扇   央

散布地
縄文中期,後期 。平安 。中世・

近世
観音寺畑遺跡 非   持 1 扇  央

散布地 縄文中期,後期・平安・中世・

近世
久 保 遺 跡 南 ブト 持 扇  央

散布地 縄文中期,後期 。平安 。中世・

近世
南 原 遺 跡 南 ブト 持 段丘斜面

散布地 縄文中期 。中世 。近世 西 原 遺 跡 溝 口 段丘中央

集落跡 縄文中期 石 仏 遺 跡 溝   口 1段  丘 住居址 :縄文中期7軒iO

集落跡 縄文中期・平安 。近世 南 郷 遺 跡 溝 口 段丘中央
隼鶏

縄文中期1軒

|(D

集落跡
城 址

縄文中期 ,後期 。弥生(前,後期 )

奈良・平安
泉 原 遺 跡 黒 河 内 1扇  央

住居址:縄文中期23軒

後期4軒 。平安4軒 ○

散布地 中世 。近世 和 泉 原 遺 跡 黒 河 内 1 段丘中央

散布地 縄文中期,後期 的 場 遺 跡 中  尾 1 段丘中央

散布地 縄文中期,後期 。平安 。近世 対 座 遺 跡 中 尾 段丘中央

散布地 縄文中期,後期 。平安 。近世 市 野 瀬 遺 跡 市 野 瀬 扇   央

散布地
縄文中期,後期・平安 。中世・

近世
熊 ノ森 遺 跡 市 野 瀬 1 段丘斜面

散布地 旧石器・縄文 入笠山南遺跡 黒 河 内 1山  麓
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第 2節 地形及び地質 泉原における中央構造線の新期活動

1.中央構造線がある泉原段丘での トレンチ調査

日本をほぼ東西方向に1000km余 にわたり縦断している中央構造線 (以下MLTと 記す)が泉原を通過し

ている (図 3)。 下伊那から上伊那を通るMLTは大きく屈折して、走向が南北に近くなっている。泉原付

近でのMLTの 一般走向はN E3～ 5度である。

長谷村ではMLTに沿って三峰川の谷が開けており、村の中心集落である市野瀬から非持まではMLT

の直上か、近接した位置にある。特に、美和ダム湖はMLTが縦貫しており、その断層露頭が非持と溝口

で観察できる。溝口には観察路が整備されていて、全国から見学者が訪れている (図 4)。

調査地の泉原は三峰川からの比高が80m、 段丘面の標高が892～900mの河成段丘である。調査は段丘面

の北縁部で行われた (図 5)。

調査は1998年 8月 25日 と8月 31日 から9月 11日 までである。25日 には4ヶ 所に試掘の トレンチ (C・ DoE
・F)を掘り、主にテフラ産状を観察した。 トレンチ壁面ではテフラが乱れており、Dト レンチでは正断

面や開口割れ日、Cト レンチでは地滑りによるテフラの擾乱、Eト レンチでは御岳第1テ フラより大量の水

が湧だした。これらの試掘地点において泉原段丘を被覆している厚さ5mのテフラ層は擾乱 していることが

判明したのでMLTに 近い方から東西方向に細長い調査 トレンチを2ヶ 所 (A・ Bト レンチ)で掘ることに

した。8月 31日 よりA・ Bト レンチの掘削と調査を行った。

第4図 長谷村美和ダム湖の中央構造線と調査地点

魚川

岡

2t'yt
z2t

第3図 中央構造線と泉原遺跡の位置
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第5図 泉原段丘とトレンチ調査の位置

2.泉原段丘を被覆するテフラ層

トレンチE及びFに おいて、テフラ層の全柱状断面が観察できた (図6)。

トレンチEでは御岳第 1テ フラ (以下、第1テ フラと記す)ま で掘り下げることができたが、第1テ フラ

からの大量の湧水に阻まれたため、より下の地層が確認できなかった。しかし大量の水を滞水しているの

で、下位には粘土質の不透水層の存在が推定できる。通常、第1テ フラの下には不透水層と成る古土壌が存

在する。

第1テ フラの上に橙色の軽石層が重なる。御岳伊那テフラ (以下、伊那テフラと記す)である。その上面

は深さ3mの位置である。伊那テフラからlm上に赤色のスコリア層が重なる。御岳三岳テフラ(以下、三岳

テフラと記す)で ある。

Eト レンチでは、三岳テフラまで露出していた。より上位の地層は、以前に実施された土地改良で削ら

れていた。したがって、一段高い場所でFト レンチを掘り、三岳テフラから最上部の黒土層までの柱状断

面が得られた。

図6お よび表2に より、泉原段丘面のテフラの産状を下位から説明する。

一-9-一



テフラ層の全層厚は5mで、第1テ フラ以上の新期御嶽火山活動による軽石・スコリア・火山灰である。

その中に3枚の広域テフラが確認できた。それは鬼界葛原テフラ (以下、K‐Tzと 記す)。 姶良Tnテ フラ

(以下、ATと 記す)・ 鬼界アカホヤテフラ (以下、K¨ Ahと 記す)で、いずれも南九州起源の火山灰であ

る。噴出年代はK‐Tzが約95,000年 前、ATが約25,000年 前、K―Ahが 6,500年前である。

K」Tzは第1テ フラと伊那テフラの間にはさまれる。したがって第1テ フラの年代は10万年以上を示す。

三岳テフラは他地域での層位関係から5万4千年前頃からである。

伊那谷において段丘や扇状地の上に載っているテフラ層は整然と重なっている。しかし泉原においては

全体に乱れた層序を呈 していて、かろうじて掘り

当てたFoEト レンチで全体が把握できた。

3.Aト レンチの観察結果

(1)ト レンチの概要

Aト レンチはMLTか ら45m離れた場所で、東西方

向に長辺を合わせて掘った(図 7)。 壁面の様子を写

真で示すと、N面 (口絵 写1)。 S面 (口絵 写2)。

W面(口絵 写3)と なる。壁面のスケッチを図で示

すとN面が図8、 S面が図9である。W面のスケッ

チは後で説明する。

(2)ト レンチ壁面に見られるテフラの変状とa断面

N面 には2.5m以上 (下限不明)の新期テフラの

下部層が観察できる。壁面の中位に赤色のスコリ

ア層である三岳テフラがあり、下位に橙色軽石層

の伊那テフラが出ている。

橙色軽石

御岳伊那テ フラ(On_In)

青灰色砂 、軽石混入
御岳潟町テフラ(On¨ Kt)混 入

黄褐色土、軽石混入

べI導判贔奮贅1名1,000年前)

黄色軽石

径1～ 3cm、 大5cm、 層厚27m以 上

御岳第1テ フラ(On¨ Pml)

Aト レンチ

N面16m

S面14m´
′́

深さ3m｀
｀`

S面10m´′′

第7図 Aト レンチとBト レンチの位置 。大きさ・方向

試
料
番
号

１ 黒土 鬼界アカホヤテフラに‐Ah)

(6,300年 前 )

姶良Tnテ フラ(AT)混 入

黄褐色土

「
ト

レ

ン
チ
　
一
～
〓

姶良Tnテ
ろzttP4拙島乙傘前)

黄灰褐色土

赤褐色スコリア

御岳三岳テフラ(On_Mt)

褐色土

Ｎ

叶

ｓ

´´
「

Ｍ

Ｔ

Ｌ

ロ
ト

レ

ン
チ

　

】口
～
８

Ｅ

面

第6図 長谷村泉原EOFト レンチ総合柱状図

―-10-―



"。 ―

W

Om

御嶽三岳 (On¨ Mt)

新期テフラ層上部

御嶽伊那 (On… !n)

第8図 Aト レンチN面スケッチ (1/40)

AT混入

御嶽伊那 (On… :n)

m  御嶽伊那 (OnJn)

Pm‐ 1液状化

御嶽第1(On‐ Pml)

御嶽三岳
(On‐ Mt)

開口割れ目
開口割れ目 ヽ

御嶽三岳 (On¨ Mt)

10m
i

二つのテフラ層は、ゆるい向斜傾向のように

湾曲している。4mの位置で一番深く、Om地点に

向かってやや強い傾斜で、 16m地点に向かい緩

い傾斜で浅くなっている。両テフラ共、不規則

な形に変形しており、とくに三岳テフラは不規

則な形の礫状にちぎれて並んでいる。

S面のスケッチ (図9)は、3m地点から14m地

点までの間に、N面スケッチと同じような変形

が見られる。但 し3m地点でテフラ層が最大に下

がっており、 そこから14m地点に向かって順次

浅くなっていく。3m地点からOm地点までの状態

はN面 と異なっている。3m地点に断層を示 して

ある。これをa断層と呼ぶ。 a断層より西側で

より下位のテフラ層が現れている。上位に伊那

テフラ、下位に第1テ フラである。

新期テフラ層上部

第9図 Aト レンチS面 スケ ッチ (1/40)

Aト レンチ

新期テフラ層下部

新期テフラ層上部

剪断カオ リン化

御嶽L岳 (On¨ Mt) la断層 御嶽第一 (On… Pml)

lて
S面

ド`、
a断層

4`tt

(NW70～ 80° )

第10図  Aト レンチにあらわれたa断層の平面図

(ABは図11の断面図の位置 )

新期テフラ層下部

面Ｎ

Ａ

′
／

ノ
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A lヒ

7

a断層

C

′ゝ
伊那軽石

ヽ
略iさ

＼
漱

三
岳
ス
コ
リ
ア
　
伊
那
軽
石
　
　
第

一
軽
石

第一軽石

X
ズレヽ

Xス/氏

液状化 開口割れ目  亀裂

第11図  Aト レンチのa断層の模式断面

この事実からa断層の北東側は約3m余の落差でテフラ層が下がっていることを示す。a断層の一般走向

はN W70～ 80° 、ゴヒ傾斜709前後である(図 10)。 したがって、S面 とa断層は鋭角に交差 していて、図10で

示すように a_断層より北東側は落下したブロックにあたる。

図15は S面の6m地点までをa断層の断層面に沿って落下した側のテフラを取り除いたときのスケッチで

ある。同時に、図15に はW面のスケッチをつないである。W面の様子は写3と 合わせて見るとよい。a断層

を横断する断面を模式的に示すと図11と なる。          r

a断層は北落ちの正断面で、断層面は平滑でなく不規則である。段丘上の表層をおおう未固結の堆積物

であるテフラ層を引きちぎるように a断層が生じ、断層より北東側の部分が落下している。これと同時に

北東側のテフラ層は北へ側方移動している。これを支持する観察結果は壁面のあちこちに見出だされる亀

裂と、開口割れ日である。亀裂と開口割れ目の方向は a断層の走向とだいたい一致しており、亀裂の滑り

面に見える条線は高角度で、上から下へ向かう引っ掻き線としてついている。

(3)a断層は何時できたか

Aト レンチ内では第1テ フラから三岳テフラまでのテフラ層がよ断面によって切られている。a断層の発

生は三岳テフラ層堆積後の地変である。 S面の三岳テフラより上側を観察すると色調の違いが認められる。

上部の火山灰優勢のテフラは暗色味を帯びている。その境界を波線で示 した (図9及び図12)。 図12の よう

に a断層から8m地点までの間で、22試料のテフラを採取 し、重鉱物・火山ガラス・岩片などの組成を調

べた(表 3)。

図12の試料採取箇所1～22の場所に、表3に示された分析結果を書き込んでみると、この部分の火山灰質

テフラ層もa断層によって変位・撹乱 していることがわかる。
.つ まり、a断層の断層面に近い5。 10・ 11・

16・ 17・ 21・ 22や下部の三岳テフラの上にある9。 12・ 13・ 14・ 15。 18。 19・ 20な どからは、三岳テフラの

上位に重なる御岳屋敷野・御岳笹川・御岳小木曽テフラに含まれるコークス状岩片やオリビン (Ol)が

Ｖ

だ／／
Й雌威
翻
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第12図  Aト レンチS面のテフラ試料採取場所

入っており、また、御岳屋敷野に入る黒曜石 (0'b)‐も含まれる。これに対して、1・ 2・ 4か らほ火山ガラ

スが比較的多く含まれており、その形態と屈折率 (表4)か らATであることがわかる。以上の結果から、

ATテ フラまでは、a断層の影響を受けて攪乱 していると結論でき、a断層はATの降下期25,000年 前より後

でできた断層であることがわかる (図 12)。

トレンチ内のテフラで注目できる産状は液状化である。Aト レンチでは第1テ フラの液状化が目につく。

一部 (N面の10m地点)では液状化した第1テ フラが伊那テフラを切って脈状に貫入している。     .´

4.Bト レンチの観察結果

(1)Bト レンチはMTLか ら97m離れていて、長辺をEW方向に向けた。深さ4mに なったので、北側に中

段 (小段)をつけた (図 7)。 床面もクリーニングして観察した。

Aト レンチはK‐Ah降下当時の地表面の上に縄文時代の生活面と文化層があり、さらにその上は前回行わ

れた基礎整備による盛土と耕作土でおおわれている。 トレンチ内のテフラは全域で激しく:撹乱 している。

N面の一部で、三岳テフラまでが比較的乱れていない場所と、S面の2m地点と4m地点で、もとの地表面か

ら2mま でがテフラの柱状図をとった (図 13・ 表4)。

S面にバブル型火山ガラスが多量に含まれるゾーンがある。ガラスの屈折率は東京都立大で測定され、

n=1.499～ 1.501の 値が得られた。この結果から、テフラはATと 同定された。      ~
図12か ら判明したことは、K―Ahを含む黒土 (ク ロボク)は乱れていないことが確認できた。このことか

らAト レンチの a断層に代表される地変はAT(25,000年前)以降で、K―Ah(6,300年前)以前である。

(2)Bト レンチにみられるテフラの変状

Bト レンチではNoS・ EoWの各壁面と、 トレンチの床面の産状が観察できた。 S面と床面の一部の

スケッチを図16に示す。 (P19折 り込み参照)。

第1テ フラ。伊那テフラ。三岳テフラの軽石やスコリアは礫状化している。成層して重なっている場所は

―-13-―
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三岳テフラ

南  面 黒土

上部テフラ

lm

第14図  Cト レンチにおける第1テフラの産状

ない。その形は各礫状からアメーバ状の複雑な形を呈している。おおむね第1テ フラが深い場所で、次に伊

那テフラその上に三岳テフラの塊が散在するが、上下関係が乱れている所が多い。各テフラが不規則に接

し合う所も多い。全体に開口している割れ日は多い。中でも大きな開口割れ目がW面にある。開口部は幅

30～ 40cm、 奥行き40～ 50cm、 上下の延びは1。 3mで ある。この走向はN E70° を示す。また最大の開口割れ日

はS面の5.3～ 5。4m地点にあり、ほぼ垂直に3m下 まで一直線に割れている。割れ日幅は丈夫で20cmで もっと

も開いており、下に向かって徐々に狭くなり、3m下で減退している。この割れ日の中は黒色～黒褐色土が

つまっている。走向はNSである。

Bト レンチでは液状化現象が顕著である。壁面の下部から床面では第1テ フラと伊那テフラが混じり合う

ように不規則な産状を示 している。三岳テフラはあちこちに分散し、液状化が著 しい。塊状ないし円礫状

になったリスコリア質火山灰のまわりに充填しているケースが目につく。また、火山灰中にスコリア粒が

混入したり、脈状に入り込んでいる。

Bト レンチでの特徴として、テフラの変状が発生した時多量に地下水が加わったと考えられる。水が多

く供給されたから、軽石やスコリアの液状化が激しく起こったと思われる。このような現象は突発的な地

滑りが考えられる。地滑りしたテフラ層は大小のプロックに砕かれて再堆積した。ブロックの間を充填た

細粒の火山灰や火山砂は水漬きの状態になった。こうした水の作用で火山灰中の鉄分 (磁鉄鋼)は水と反

応し、水酸化鉄の沈殿を生じている。こうした連続作用があった部分は数 ミリのラミナ状細互層ができて

いる。また、礫状化したスコリア質テフラをとりまいて殻のように水酸化鉄が集積している。なお、Bト

（北
西
）

（南
東
）
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S面

御嶽三岳 (On― Mt) 御嶽伊那 (On■ n)

御嶽三岳

(On‐ Mt)

一-lm

＼
御嶽三岳 (On― Mt)

新期テフラ層上部

― …2m

新期テフラ層下部

N面

ゅ御嶽第1(On‐ Pml)

御嶽三岳 (On― Mt)御嶽第1(On… Pml) 0 これより下床

御嶽三岳 (On_Mt)

第15図  Aト レンチS面 (a断層の拡張)と W面スケッチ

レンチからは湧き水が全く無く、乾燥 していた。これは、開口割れ目が多く地下水が滞水できる環境で無

くなったためであろう。

5。 試掘 トレンチからの情報

Bト レンチから8m離れた位置にCト レンチがある。ここでは、第1テ フラを巻き込んで上層テフラ層の

上に重なっていた。その状態は第1テ フラが粥状に液状化して上層のテフラの上にかぶさっている。その

形態は、波頭が岸壁に打ち寄せているようだ。 (図 14)。 波頭の進行方向は南東から北東へ向かっている。

Cト レンチの南東10mの位置にDト レンチを掘った。ここでは、第1テ フラまで掘り下げたが全テフラ層

が走向 N40° Wの正断面性の割れ目によって南西側が落ち込んでいた。その落差は場所により違っていて

30～60cmで ある。

Dト レンチより東へ13mの 位置にEト レンチを掘った。ここでは第1テ フラから大量の湧水があった。

一番東側に掘ったFト レンチではテフラの乱れは少なかった。テフラの攪舌Lが顕著になるのはDと Eト レ

ンチの間である。そして、MLTに近づくにしたがって、テフラの変状は強くなっている。

6.中央構造線の新規活動による円弧地滑りの発生

泉原におけるトレンチ調査によって得られたテフラの変状と、Aト レンチにおける断層変位などを総合

して得られた結論を以下に示す。 (図 17・ 18)

泉原段丘に載る北縁部のテフラ層は、Aト レンチの a断層を滑落崖とする円弧滑りが発生し、粘土層を

滑り面とする地滑りにより、テフラ層全体が攪乱している。滑落面の姿勢とテフラの変状から地滑りは北

―-16-―
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第17図  泉原における地滑り発生域と側方移動の向き

へ側方移動 している。この時、含水率の高い第1テ フラが流動 しやすい潤滑剤の役割をしている。

テフラ層に発生した地滑りはMLTの新期活動による。周囲の平坦な地形から重力性の地滑りとは考え

られず、滑りの方向は段丘面の傾斜方向と大きく交差している。さらに、第1テ フラをはじめとする粗粒の

軽石やスコリアの液状化が著しい。これから、本地域の地滑りは、地震が引き金になって発生したと結論

できる。その時期はAT(25,000年前)以降からK一Ah(6,300年前)以前にあたる。浅い地震であっても、

≡
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1ヒ

段丘礫層

不透水層になつている

粘土層 (高森古土壌)

第18図 泉原における地震を引き金とする側方移動性の円弧地滑り (モデル図)

こうした地滑りが発生するのではないかと考えられる。地滑りは北に向かって滑っているから、MLTが

動いた時の変位の向きが右横ずれとすると、不安定な第1テ フラ以上のテフラ層には慣性が働いて北へ横滑

りしたとの結論が得られる。このとき、多量の水を含んだ第1テ フラはコロの役割を果たしている。
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図‐16 Bト レンチS面・床面のスケッチ
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表2 E・ Fト レンチテフラ分析結果
集
所

採
場 産状

火山 畑
膨

止

片
火
岩

化
片

風
岩 重鉱物 その他の鉱物・岩片等

火山ガラス
の量

火山ガラスの
形態他

特徴 。対比その他

1 黒土 opx,mt,cpx,ho 1,gt,結晶片岩 bw.br‐賃1 御岳上部>AT,K‐Ah>風化岩片

黒土 opx,mt,cpx,ho 1,gt,結 晶片岩 bw 御岳上部>AT>風化岩片

黄褐色土 5 opx,mt,cpx,ho 且,gt,コ ークス状岩片 bw 御岳上部>AT
黄褐色土 opx,mt,cpx,ho 1,gt,コ ークス状岩片 bw 御岳上部>AT
黄褐色土 opx,mt,cpx,ho 1,gt bw AT>御岳上部

黄褐色土 5 opx,mt,cpx,ho 1,gt,コ ークス状岩片 bw AT≧御岳上部

黄褐色土 5 opx,mt,cpx,ho 1,gt bw AT>御岳上部

黄褐色土 5 opx,mt,cpx,ho n,gt bw AT>御岳上部

黄褐色土 opx,mt,cpx,ho 1,gt,コ ークス状岩片,ob bw 御岳上部>AT
黄褐色土 opx,mt,cpx,ho 1,gt,コ ークス状岩片 bw 御岳上部>AT
黄褐色スコリア opx,mt,cpx,ho 1,コ ークス状岩片 御岳三岳テフラ

M個直下、褐色土 opx,mt,cpx,ho,ol 1,gt,コ ークス状岩片 新期御岳上部テフラ

褐色土 0 opx,mt,cpx,ho,ol 1,gt,コ ークス状岩片 新期御岳上部テフラ

褐色土 5 opx,mt 1、 自～灰色岩片 新期御岳上部テフラ

褐色土 opx,mt,ho 1、 白～灰色岩片 新期御岳上部テフラ

橙色軽石層 0 5 opx,mt 1、 (白 ～灰色岩片) 御岳伊那テフラ

青灰色砂 opx,mt,ho n、 白～灰色岩片 潟町テフラ ?

黄橙色土、軽石混入 1 mt,opx,cpx,ho 1,gt,自 ～灰色岩片 bw,pm 潟町テフラ?》鬼界葛原テフラ
ベージュ色土 0 mt,opx,ho 1、 自～灰色岩片 新期御岳下部テフラ

黄色軽石 mt,ho,bi 1,gt pm 御岳第1テ フラ

凡 例

馴惚冴晨物鵠∬ 電再編 ,T翫1冒 :砦餓 鵡 燿碧
石,dれら柘

炎出ダζ蚤21態槽響
]勢中

覆作 雁J+ti漁魂ラス
( )はごく僅か含まれる

表3 Aト レンチS面テフラ分析結果
集
所

採
場 産状

山
品

火
結 畑

脇
山
片

火
岩

化

片

風

岩 重鉱物 その他の鉱物・岩片等 火山ガ
ラスの量

火山ガラス
の形態他

特徴・対比その他

1 灰褐色土 opx,mt,cpx bw 新期御岳上部テフラ≧AT
灰褐色土 opx,mt,cpx,ho bw AT>新 期御岳上部テフラ

3 灰褐色土 1 opx,mt,cpx,ho,ol bw 新期御岳上部テフラ>AT
4 灰褐色土 opx,mt,cpx bw AT>新期御岳上部テフラ
5 灰褐色土 1 opx,mt,cpx,ho,ol n、 コークス状岩片、ob bw 新期御岳上部テフラ>AT

灰褐色土 opx,mt,cpx,ho bw 新期御岳上部テフラ>AT
灰褐色土 opx,mt,cpx,ho 新期御岳上部テフラ

灰褐色土 5 opx,mt,cpx,ho,ol 新期御岳上部テフラ

灰褐色土 opx,mt,cpx,ho,bi,ol n、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

灰褐色土 opx,mt,cpx,ol 1、 コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

濃褐色土 opx,cpx,mt,ho,ol ■、コークス状岩片、ob 新期御岳_L部 テフラ

濃褐色土 opx,mt,ho,cpx,ol 1、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

濃褐色土 opx,mt,ho,cpx,ol 1、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

濃褐色土 opx,mt,cpx,ho,ol 1、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

濃褐色土 0 opx,mt,cpx,ho,ol 1、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

灰褐色土 opx,cpx,mt,ho 1、 コークス状岩片、結晶片岩岩片、ob 新期御岳上部テフラ

濃褐色土 0 opx,cpx,mt,ho,ol f、 コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

濃褐色土 opx,mt,cpx,ho n、 コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

濃褐色土 opx,mt,cpx,ho 1、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

濃褐色土 opx,mt,cpx,ho 1、 コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

灰褐色土 opx,cpx,mt,ho 日、コークス状岩片、結晶片岩岩片 新期御岳上部テフラ

灰褐色上 0 opx,cpx,mt,ho 日、コークス状岩片、結晶片岩岩片 新期御岳上部テフラ

凡例

牙勢餡冴最物Ψ碁∬彎F薫習懸W艶,嘗 :警姿警6bヤ集晟碧石,d:かんらん石
火山ガラスの量 +:1%以下,++:1%～ 10%,+++:10%以 上

金
山
/こぅ?遜禁響ま賓痣謬

型,pm:軽石型,b■」:褐色ガラス
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表4 8ト レンチテフラ分析結果

凡例

牙勢惚房動物Ψ碁∬憎戸薫響讐Ψ鴨,冒 :

火山ガラスの量 +:1%以下 ,++:
火山ガラスの形態他 bw:泡壁型 ,

( )はごく僅か含まれるもの

面
料
号

試
番 産状

止

滉

火

結
ガラス

山

片

火

岩

化

片

風

台 重鉱物 その他の鉱物・岩片等 ガラスの量火山ガラスの形態他 特徴・対比その他

S面 1 黒 土 opx,mt,cpx,ho 1,gt bw,br‐ gl 新期御岳_L部テフラ>川1・ K‐Ah

S面 黒褐色土 opx.mt,cpx,ho bw.br-gl AT・ K‐Ah>新期御岳_L部 テフラ

S面 褐色土 opx.mt.cpx,ho bw AT>新期御岳上部テフラ

S面 褐色土 opx.mt.cpx.ho bw AT>新 j期御岳_L部テフラ

S面 褐色土 1 opx,mt,cpx,ho,ol 1,コ ークス状岩片,ob bw 新期御岳上部テフラ>AT

S面 褐色土 opx,mt.cpx,ho,ol 1,コ ークス1犬燿十1キ ,ob 新期御岳上部テフラ

S面 褐色土 1 5 opx,mt.cpx,ho,ol 1,コ ークス状岩片 bw 新期御岳上部テフラ>だ「

S面 褐色土 0 5 opx,mt,cpx.ho,ol 1,コ ークス状岩片,ob 新期御岳_L部テフラ

S面 褐色土 opx.mt.cpx,ho,ol 1,コ ークス1犬最十ナ十,ob 新期御岳上部テフラ

S面 黒 土 opx,mt.cpx,ho 1,gt,コ ークス状岩片,ob bw 新期御岳上部テフラ>κ l｀
・K‐Ah

S面 黒褐色土 5 opx,mt,cpx,ho bw AT>新期御岳_L部テフラ

S面 褐色土 5 opx.mt,cpx,ho bw AT>新期御岳_L部テフラ

S面 褐色土 opx,mt.cpx,ho bw,1.409～ 1.501 AT》 新期御岳上部テフラ

S面 褐色土 5 5 opx,mt.cpx,ho,ol 1,gt bw 新川御岳上部テフラ>だ「

S面 褐色土 5 5 opx,mt,cpx,ho 1,gt,ob bw 新期御岳_L部テフラ>Al｀

S面 褐色土 5 opx,mt,cpx,ho,ol bw 新期御岳_L部テフラ>AT

S面 褐色土 0 opx,mt,cpx.ho.(ol) 1、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

S面 褐色土 0 opx.mt,cpx,ho.ol 1,gt 新期御岳上部テフラ

S面 褐色土 opx,mt,cpx,ho 新期御岳_L部テフラ

S面 opx.mt,cpx bw AT》 御岳上部

S面 opx,mt,cpx bw AT》 御岳上部

S面 opx.mt,cpx.ho bw AT≧御岳上部

S面 opx,mt,cpx bw AT≧御岳上部

S面 opx,mt,cpx a bw AT>御岳_L部

S面 1 opx.mt.cpx.ho bw 御岳上部、風化岩片≫Aqヽ

S面 1 opx,mt.cpx.ho Π bw 御岳_L部、風化岩片》AT

S面 1 5 opx,mt.cpx 1、 コークス状岩片 bw 御岳_L部》AT

S面 opx,mt,cpx,ho 1、 結晶片岩 御岳_L部 >風化岩片

S面 5 opx,mt,cpx 1、 コークス状岩片、ob 新期御岳_L部テフラ

S面 opx.mt.cpx,ho 1、 コークス状岩片 御岳上部>風化岩片

S面 opx,mt,cpx 1、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

S面 opx,mt.cpx 1、 コークス状岩片 新,01御岳上部テフラ

S面 0.2～ 0.5cm軽石、スコリア、礫等混合 opx,mt,cpx,ho 日、コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

S面 ラミナ様のすじあり opx,mt,cpx,ho n、 コークス状岩片 新期御岳_L部テフラ

S面 褐色、夕顔状、ダイク状 opx,mt.cpx,ho 1.就 .コ ークス状岩片 新j朝御岳_L部テフラ

S面 0.2～ 0.5cm軽石、スコリア、礫等混合 opx,mt,cpx.ho 1,ob,コ ークス状岩片 新期御岳上部テフラ

S面 ラミナ様のすじあり opx,mt,cpx,ho 1,コ ークス状岩片 新期御岳_L部テフラ

S面 青灰色砂質土 opx,mt,cpx,ho fl,ct,f -27l Hff 御岳上部が主、1が多い

S面 ラミナ様のすじあり opx,mt,cpx,ho 1,gt,コ ークス状岩片、結晶片岩 御岳_L部が主、日が多い

S面 0.2～0.5cm軽 石、スコリア、礫等混合 opx,mt.cpx,ho コークス状岩片、1 新期御岳上部テフラ

S面 灰褐色土 5 opx,mt.cpx,ho 1、 コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

S面 黒褐色土 opx,mt.cpx,ho 1、 コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

S面 灰褐色土 opx,mt,cpx,ho 1、 コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

S面 灰褐色土 opx,mt,cpx,ho ■、コークス状岩片、ob 新期御岳上部テフラ

S面 黒褐色土 opx.mt.cpx.ol コークス状岩片、1,ob 新期御岳上剖;テ フラ

S面 濃い褐色、夕顔状 opx,mt.cpx,ho 1、 コークス状岩片 新期御岳上部テフラ

S面 やや白い部分 opx,mt,cpx.ho,ol 1,gt,コ ークス状岩片、結晶片岩 御岳_L部が主、1が多い、風化岩片

S面 やや白い部分 mt.opx.ho 新期御岳上部テフラ

S面 褐色、夕顔状、ダイク状 opx,mt,ho 1、 (結晶片岩) 御岳_L部が主、1が多い、(風化岩片)

S面 やや白い部分 opx,mt,ho 1、 (結晶片岩) 御岳上部が主、1が多い、(風化岩片)

N面 灰褐 色 耕 作 土 2 opx,mt.ho 1,結 晶片岩 片 bw 御岳_L部 >lJtt化 岩片>AT

N面 黄褐色土 opx (;t).mt.ho
御岳下部テフラを主、前回の11盤

整備事業により移動

N面 黒灰色土、遺物含 5 opx,mt,cpx,ho 日,結晶片岩片 bw 御岳上部 >風化岩片>AT

N面 黒 土 opx.mt,cpx 1,結 晶片岩片 bw,br‐ gl 御岳上部>風化岩片>AT・ K‐Ah

N面 黒 土 opx,mt,cpx,ho 1.結 晶片岩片 bw.br‐ gl 御岳_L部 >AT・ K‐All>風化岩片

N面 黒褐色土 opx.mt,cpx,ho n,コ ークス状岩片、ob bw,pm 御岳_L部 >』｀

N面 褐色土 opx,mt,cpx.ho 1,コ ークス状岩片 bw,pm 御岳上部>AT

N面 褐色土 5 opx,mt,cpx,ho 1,コ ークス状岩片、ob bw,pm AT>御岳_L部

N面 褐色土 5 opx,mt,cpx,ho 1,コ ークス状岩片、ob bw,pm AT>御岳_L部

N面 褐色土 5 opx,mt,cpx,ho 1,コ ークス状岩片、ob bw,pm 御岳上部>A「

N面 褐色土 5 opx,mt,cpx,ho 1,コ ークス状岩片、ob 御岳_L部

N面 褐色土 opx,mt,cpx,ho ■,コ ークス状岩片、ob 御岳上部

N面 褐色土、硬質 opx,mt,cpx,ho 1,コ ークス状岩片、結晶片岩片 御岳_L部》風化岩片

N面 褐色土、硬質 5 opx,mt,cpx,ho ■,コ ークス状岩片 御岳_L部

N面 赤色スコリア 0 5 opx,mt,cpx,(ho,ol) 御岳三岳テフラ

N面 黄褐色土 5 opx,mt,ho 1,gt、 白～灰色岩片 bw ?
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第 3節 歴史的環境

泉遺跡の古代以後の歴史・伝承を在野の史料によって記す。この遺跡の四囲の環境は北に北ノ沢、西に

三峯川があり、南に原始の頃からか涸れることのない湧水があり四囲を広葉樹林にかこまれ、風あたりも

おだやかな扇状台地であった。鹿・猪・熊 。兎 。狐などの獣類が多く棲息していたとおもわれる。近くの

川では魚介類など豊富に獲れた (漁具の石錘出土)。 また林床には山菜や茸が育ち、快適な生活ができる

土地であったろう。縄文時代中期の頃には100軒余の住居があったとおもわれる。さてこの遺跡には3軒の

平安時代の住居址が発見された。出土遺物のなかには灰釉陶器、中国渡来の宗陶器の破片など、高い文化

と強大な財力を保持する人が住んでいたことがうかがえる。すでにその頃ここ入野谷と京・浪速との交流

があったものとおもわれる。この遺跡の西端に天王様 (牛頭天王)の社坦Lが ある、昭和30年代頃和泉原上

段の人幡社に合祀されている。この社の創建は不詳だが中国からの仏教伝来は奈良時代というから同時代

後期、原始信仰の終焉の頃祭神素喪鳴尊 (薬師如来の化身ともいう)勘請 したものとおもわれる土民の守

護神・除疫神として永く崇敬されていた。

黒河内氏の始祖伊奈太郎朝宗は承安元年 (1170)「 木曽義仲二属シ 伊那郡片切二住ス 寿永元年 (1182)

黒河内二於テ弐拾町ノ地ヲ加賜 合セテ七拾町ノ地ヲ領ス 寿永二年 (1183)間十月朔日備中国水嶋二於

テ戦死 墓所不詳」初代朝宗は源為朝の四男という、二代黒河内次郎義純、このとき始めて黒河内氏を名

乗る、…二十五代黒河内谷八朝恒は幕末高遠藩木師郷 (黒河内村・中尾村・市野瀬村・杉島村・浦村)の

改役であった。 (『入野谷八百年』黒河内谷一編著)

かくして平安の頃より泉に居住していた土民は黒河内氏に併呑 されたのであろう。

弘治二年 (1556)七 月、伊那の溝日、松島、黒河内、上穂、小田切、伊奈部、宮田、殿島の諸氏が大挙

して木曽と戦って帰ったのであるが、このとき武田信玄は、上杉謙信と川中島で戦っていた。信玄は勝敗

のつかぬまま伊那へ帰ったが留守中に伊那諸氏が木曽へ攻入ったのは武田への反旗であると、大いに怒っ

てこれらの諸氏を狐島の蓮台で処刑 したのである。 (『湖底のふるさと』黒河内孟著)

このとき狐島で処刑された諸氏とは、黒河内隼人政信、溝口民部少輔正慶、松島豊前守信久、伊奈部新

左衛門尉重親、殿島大和守重国、宮田左近正親房、小田切大和守入道正則、上穂伊豆守重清の人人である。

黒河内隼人政信ら八人惨殺の悲報をきいた黒河内の郷民は夜陰狐島の地に侵入し八人の首級を布に包み艮

城 (古城)の東へ手厚く葬ったという。ここは泉原遺跡の北東にあたる。

嘉永二年 (1849)高遠藩士で坂本天山の高弟中村元恒 (中保)は、当時目にあまる高遠藩財政窮乏を救

済する策として屯田の制を説いた。この説に共鳴した有志らは連署して、六道原の原野開墾を藩主に訴え

た。しかし藩では「武士は食わねど高楊枝」の考えが強く、武士が百姓の真似などして生活を豊かにする

のは体面にかかわる、清貧に甘んずるべきだとの説が台頭した。この屯田の説は、元恒が陰謀をもって青

年らを唆しているのだと誤解され、藩主内藤頼寧は、藩士がこの挙にでたのは教授の責任だとして元恒を

叱責 し、従来の十人扶持を半減して一家を黒河内村泉原 (現長谷村和泉原)に流 した。嘉永四年 (1851)

中村元恒は泉原に調居のおり八人の将の英名をきき、その顕彰碑を建立すべく碑文を作詩黒河内郷民に諮

るが同年八月急逝 した。129年後の昭和55年黒河内出身の市川本太郎先生の芳志により現在地に碑が建立さ

れた。
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第 3章 遺構と遺物

第 1節 調査の概要

今回の調査は、中山間地域総合整備事業黒河内地区圃場整備工事に伴う埋蔵文化財記録保存のため、実

施 した調査である。調査地は長谷村大字黒河内633番地付近の水田地区が調査の対象となった。

調査は、平成10年7月 15日 から9月 2日 まで実施し調査面積12,500ボ。

今回の調査は、事前事業として10m× 10mの メッシュを125区画組み、そのうち4ポ のグリッドを設け試

掘を行った。本調査はその試掘を基に実施した。その結果は、縄文中期後葉の住居址23軒、縄文後期の住

居址4軒、平安時代の住居址4軒 を発掘、調査することができた。

第 2節 遺構と遺物

試掘調査

泉原遺跡は、長野県上伊那郡長谷村大字黒河内633番地を中心とする位置に所在する遺跡である。調査

対象面積は12,500ぽ 。調査方法は、2m× 2mのグリッド117箇所を試掘し、遺物、遺構の出土したグリッド

51箇所、遺構、遺物の出土が無かったグリッド66箇所という結果を得た。その内、遺構、遺物の出土が集

第19図  試堀グリッド図
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中している箇所を選定し (面積2,200ポ )本調査を実施した。出土した遺物の内訳は、土器938点 (縄文中期

初頭1点、中期中葉20点 、中期後葉856点、縄文後晩期17点、土師器29点 、須恵器1点 、灰釉7点、近世1点 、

その他6点 )石器101点で、総数合計1,039点 を収集することができた。

土器 (第 20,21図 。図版16上・下)

1は平行沈線文の縄文中期後葉の曽利 Ⅱ式土器。2は隆線による楕円区画文と平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。

3は斜縄文の曽利 Ⅱ式土器。4は隆線による楕円文や渦巻文の曽利 Ⅱ式土器。5は斜縄文の曽利 Ⅱ式土器。

6は隆線による蛇行文と縦方向の平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。7は地文が斜縄文に沈線による波状文など

が施 された縄文中期曽利 Ⅱ式土器。8は地文が斜縄文を摺消 した縄文後期堀之内式土器。9は平行沈線文

の曽利Ⅲ式土器。10は揺鉢陶器、江戸時代。11は隆線による楕円文と綾杉文の曽利Ⅲ式土器。12は かき

目の土師器、平安時代。13は地文が斜縄文と磨消文の縄文後期堀之内式土器。14は地文が斜縄文で磨消

文や沈線文の縄文後期堀之内Ⅱ式の土器。15は粘土紐を交互に張り付けたキャリパー形の深鉢形土器曽利

正式土器。16は隆線によるU字文と逆 U字文や縦、横位の平行沈線文の曽利 Ⅱ式に比定される土器。17

は爪形文の井戸尻Ⅲ式土器。18は深鉢形土器の口縁部。粘土紐を平行に付 した曽利 I式の土器。19は平

行沈線文の間に押引文や渦巻文を施 した香炉形土器曽利 Ⅱ式の土器。20は深鉢形土器で隆線文と平行沈

線文の曽利 Ⅱ式に平行する土器。21は斜縄文の曽利 Ⅱ式土器。22は沈線文と磨消文の縄文後期堀之内式

の土器。23は地文が斜縄文、沈線文の曽利 Ⅲ式の土器。24は地文が斜縄文、それに結節文、磨消文の縄

文中期後葉の曽利Ⅲ式の土器。25は磨消文の縄文後期土器。26は深鉢形土器の回縁部。無文帯と粘土紐、

蛇行文の曽利 Ⅱ式の土器。27は隆線による渦巻文の曽利 Ⅱ式の土器。28は隆線による唐草文様土器で唐

草文Ⅱ式。29は深鉢形土器の口縁部。渦巻文や隆線による平行文の曽利Ⅲ式土器。30は深鉢形土器。地

文が斜縄文で磨消文の間に隆線による区画文の曽利Ⅲ式土器。31は斜縄文の深鉢形土器の破片で曽利Ⅲ

式土器。32は半裁竹管具による平行沈線文の曽利 正式土器。33は深鉢形土器の口縁部。隆線による渦巻

文と平行沈線文の唐草文Ⅱ式土器。34は深鉢形土器。地文が斜縄文、それに蛇行沈線文や隆線による楕

円文の曽利 Ⅱ式土器。35は深鉢形土器の底部。箆状器具による沈線文の曽利Ⅳ式土器。36は無文の土師

器の破片。37は深鉢形土器の口縁部。平行に施 された隆線や平行沈線文、粘土紐による横位蛇行文の曽

利 Ⅱ式土器。38は深鉢形土器の胴部で平行沈線文による鍵の手文の唐草文様 Ⅱ式土器。39は深鉢形土器

の胴部破片で斜縄文の曽利 Ⅱ式に比定される土器。40は深鉢形土器の胴部でRLの井戸尻Ⅲ式に比定さ

れる土器。41は深鉢形土器の口縁部。隆線による横位平行沈線文の押引文、渦巻文などの曽利 Ⅱ式と思

われる土器。42は深鉢形土器の回縁部で、縦横する隆帯に竹管具による爪形文の井戸尻 Ⅱ式に比定され

る土器。43は深鉢形土器。細日の平行沈線文土器、井戸尻Ⅲ式の土器。44は キャリパー形の深鉢形土器

の口縁部。粘土紐を張り付けた平行文の唐草文Ⅲ式土器。45は深鉢形土器の胴部破片。地文が斜縄文で

縦位に平行沈線文の加曽利 EⅡ 式と考えられる土器。46は深鉢形土器の胴部以下の部分で平行沈線文の

曽利Ⅲ式と考えられる土器。47は深鉢形土器の破片で太目の斜縄文、二条の結節縄文の曽利 Ⅱ式土器。

48は縄文中期後葉の曽利Ⅲ式土器。49は深鉢形土器。隆線の楕円文の平行沈線文の曽利 Ⅱ、Ⅲ式土器。

50は地文に斜縄文が施され等間隔に隆帯で区切った文様の曽利 Ⅱ式と考えられる土器。51は灰釉の碗で

平安土器。
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本 発 掘

第 1号住 居 址 (第 22図 。図版 1上 )

本址は、j-18-1区 画に発見された遺構である。本址の規模は東西5.5m、 南北5。4mの方形状の住居址である。

この住居址はテフラ層に30cm程切り込んで築造されている。壁面には特別の施設は見られなかった。床面

は全体的によく踏み固められていたが、西側に黒色土の落ち込みが見られた。これが第6号住居址である。

柱穴は、Pl・ P2・ P4・ P5・ P7の 5柱穴が主柱穴と考えられる。そのほかは補助穴と思われる。本址の

炉址は、中央やや西よりに設けられている。その規模は径が1.4m程で、石囲炉であったようであるが、移

動の時あたりに炉石は抜き取られたようである。炉内は良く焼けていた。(縄文中期後葉の住居址である。)

土器 (第 23,24,25図 。図版17上 。下)

1は小形の深鉢形土器、口径18。 5cmで底部は欠損していた。文様は口縁部隆線によるU字区画文と渦巻文

が、地文は斜縄文、胴部は隆線による逆U字文が施された加曽利 EⅢ 式土器。この土器は、1号住居址の埋

甕である。2は隆線の区画文に連続爪形が施された井戸尻Ⅲ式土器。3は深鉢形土器の把手で渦巻文の連

続文などの曽利 Ⅱ式土器。4は粘土紐による渦巻文の曽利 Ⅱ式深鉢形土器の口縁部。5は隆線による楕円

区画文、渦巻文と斜線平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。6は隆線による楕円文に連続爪形が施された曽利皿式

と考えられる土器。7は隆線による楕円区画文の内に竹管文、粘土紐による蛇行線文、胴部に沈線による

渦巻文と平行線文の唐草文Ⅱ式に比定される土器。8は隆線による渦巻文に斜縄文がある加曽利 Ⅱ式土器。

9は隆線による渦巻文や粘土紐による蛇行文、沈線による綾杉文などの深鉢形土器曽利 Ⅱ式土器。10は深

鉢形土器、粘土紐による蛇行文、渦巻文、綾杉文の土器。11は有孔鍔付把手、渦巻文、爪形文、押引文の

深鉢形土器。12は有孔鍔付土器で、渦巻文と斜線文の曽利 Ⅱ式～Ⅲ式土器。13は斜縄文土器の井戸尻 I式。

14は斜縄文組の井戸尻 正式。15は斜縄文の井戸尻Ⅲ式か。16は楕円区画文の内にPLの縄文の加曽利EI

式の土器。17は胴部に渦巻沈線文の唐草文Ⅱ式土器。18は沈線による渦巻文土器曽利Ⅲ式～Ⅳ式と考え

られる土器。19は深鉢形土器の底部、隆線に斜縄文の曽利Ⅳ式土器。20は台付土器曽利V式土器。21は

深鉢形土器の底部無文曽利Ⅲ式。22は櫛状器具による平行沈線文土器。23は深鉢形土器、沈線による綾

杉文と蛇行文の曽利V式土器。24は 22と 同様の土器。25、 26は平行沈線文の縄文後期土器。27は内黒の

土師器、平安時代。

石器 (第 25図・図版17下 )

28は緑色岩の打製石斧。29は緑色岩の打製石斧。30は緑色岩の打製石斧。31は緑色岩の打製石斧。32

は緑色岩の磨製石斧。33は緑色岩の敲製石斧。34は横刃、磨製石斧。35は敲製石斧。36は敲製石斧。37

は緑色岩の凹石。38は緑色岩の磨石。
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第 2号住 居 址 (第 26図 。図版 1下 )

本址は1-1… 18の 1メ ッシュ、第2ト レンチに発見された竪穴式住居址である。この住居址の規模は東西6.3m、

南北6。4mの 円形のプランをなしている住居址である。本址は以前の水田造成時に上面部の一部を切り取

られている様である。現時点では水田面より70cmの 面に検出された。本址はテフラ層に切 り込んで築か

れていたが、壁面には特別の施設は見受けられなかった。床面は大方固く踏み固められていた。柱穴はPl

～P5が主柱穴と考えられる。そのほかの穴は補助穴と考えられる。本址の炉址は中央やや東寄りに設け

られていた。その大きさは、径lm程で、炉内に自然の平盤石が張られた状態で発見された。また、炉内

には土器が張り付いた状態で検出された。本址の炉は石囲炉であったと思われる。住居址の西側には埋甕

が並んだ状態で2個検出された。(縄文中期後葉の住居址である。)

土器 (第 27,28図 。図版18上 )

1は 口縁部無文帯、頸部は楕円区画文と渦巻文、胴部は唐草文と綾杉文の曽利 Ⅱ式の深鉢形土器で埋甕

である。2は 口縁部を欠いている深鉢形土器。平行の隆線を三条垂下させ、その内は沈線による綾杉文が

施された曽利 Ⅱ式の埋甕。3は把手部分で時期は曽利 Ⅱ式頃と考えられる。4は 口縁部が垂文帯で、沈線

による楕円区画文、その下部を隆線の平行文がめぐり、その内には連続押引文が施され、それより下方は

渦巻文と竹管文による平行沈線文の深鉢形土器。5は 1の埋甕と同一の土器。6は沈線による平行文と渦巻

文の曽利 Ⅱ式の土器。7は波状口縁の深鉢形土器。不整楕円区画文の内に渦巻文と竹管文、頸部下は渦巻

文と竹管文、以下は逆U字形、内部は綾杉文の深鉢形土器で時期は曽利 Ⅱ式。8、 9も 同時期。10は隆線

による楕円区画文や渦巻文、竹管具による平行沈線の曽利 Ⅱ式土器。11は深鉢形土器、隆帯による区画

文と櫛状器具による縦の平行沈線文と、沈線による蛇行文の曽利 Ⅱ式の土器。12は深鉢形土器の底部、

沈線による平行文が描かれた曽利 Ⅱ式土器。13は綾杉文の縄文後期土器。14は無文の底部、弥生時代後

葉の土器。15も 無文の甕形土器の底部、時期は平安と同時期。

石器 (第 28図・図版18上 )

16は緑色岩の打製石斧。17は緑色岩の打製石器。18は緑色岩の敲石。19は緑色岩の半磨製石斧。20は

緑色岩の打製石斧。21は緑色岩の横刃型石器。22は緑色岩の横刃型石器。23は緑色岩の敲石。24は緑色

岩の敲石。25は粘盤岩の石匙。26は緑色岩の磨石。27は緑色岩の磨石。
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第 3号住 居 址 (第 29図 。図版2上 )

本址はHH‐ 18区画内に発見された縄文中期

後葉址である。規模は東西5.2m、 南北5。8mの

方形状の遺構である。この遺構は現水田面よ

り50cm程下った所に発見されている。壁には

特別の施設は認められなかったが壁に添っ

てP3・ P4の ピットが認められた。これは、母

屋柱穴ではないかと考えられる。本址の床面

はテフラ面に設けられていたので固く踏み

固められていた。柱穴はPl～ P4の 4柱穴が

主柱穴と考えられる。炉址は中央やや東寄り

に設けられていた。その規模は径lm程の円形、

炉内には平盤の自然石が4個張ってあった。

その付近に炉石と思われる自然石が散在して

いた。また、炉内に土器も認められた。そのほ

かにPlと P6の間に石蓋の埋甕が認められた。

土器・石器 (第 30,31,32図 。図版18下 )

1は第3号住居址の埋甕。口径31cmを測る。

隆線による唐草文と竹管具による平行文の曽

利Ⅱ式。2は口径22cm、 高さ35cmの 深鉢形土器。

日縁部から頸部にかけて、隆線による平行文、

粘土紐による蛇行文、胴部は隆線による唐草

文と綾杉文の曽利Ⅱ式。3は渦巻文と楕円区

画文曽利 Ⅱ式の土器。4は小形の深鉢、口径

18cm胴部以下を欠く、渦巻文と竹管具による

平行文と粘土紐による蛇行文曽利Ⅱ式に比定

される土器。5は把手付の小形釣手土器、Ⅳ式

と考えられる土器。6は隆線による渦巻文の深

鉢形土器の把手曽利Ⅱ式。7は 隆線による楕

円区画文縦横の平行沈線文曽利Ⅱ式。8は地

文が斜縄文の曽利Ⅱ式。9は地文が斜縄文で

隆線による懸垂文の曽利 Ⅱ式。10、 11、 12は 、

渦巻文、蛇行文などの曽利Ⅱ式。13は隆線に

よる楕円区画文や渦巻文の深鉢形土器、曽利

Ⅱ式第Ⅳ期。14、 15は平行隆線と粘土紐の蛇行文、竹管文の曽利Ⅱ式。16は 円形文の中に刺突文と竹管文の

Ⅳ式に比定される土器。17、 18は深鉢形土器の回縁部把乳 渦巻文や竹管文の曽利Ⅲ式の古い方の土器。19は

地文に斜縄文と平行沈線文の曽利Ⅳ式。20も 同類。21、 22は斜縄文のⅣ式。23は綾杉文の曽利Ⅳ式。24は綾

杉文の曽利Ⅳ式。25は渦巻文と半裁竹管文のV期と考えられる土器。26は隆線文と平行沈線文のⅦ期土器。27、

28、 29は平安の土師器。30は緑色岩の敲石。31は緑色岩の敲石。32は緑色岩の磨石。
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第 4号住居址 (第33図・図版2下 )

本址は、泉遺跡の調査区域のH―18区に発掘された縄文中期後葉址である。住居址の規模は5.Om、 南北

5。25mの方形をなしている。本址は現水田面から50cm～ 70cmの所に設けられていた。また、床面は東側と

西側では20cmの差があった。床はテフラ層に設けられ固く踏み固められていた。壁には特別の施設は認め

られなかった。本址の柱穴はPl～ P4の 4柱穴と考えられる。炉址は遺構の中央やや東寄りに設けられて

いた。この炉址は本来は石囲炉であったが何時の頃か炉石が抜き取られてしまったようである。炉内には

小型の自然石が張られていた。また、炉内には土器片が認められた。また、底部は焼土が厚く認められた。

土器 (第 34,35,36図 ・図版19上・下)

1は本址の埋甕である。この埋甕はPlと P4の 中間に2個並んでいた。1の方は口縁を欠いていた。文様

は隆線による唐草文と沈線文の曽利 Ⅱ式土器。2も 1と 同時期の埋甕である。3は隆線と竹管文の井戸尻Ⅲ

式。4は隆線による渦巻形文の井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。5は深鉢形土器の把手、渦巻文や刺突文の

井戸尻Ⅱ式の土器。6は 口縁部懸垂文帯、頸部は渦巻文と沈線文の曽利Ⅳ式土器。7は楕円区画文に刺突

文の曽利 Ⅱ式。8は深鉢形土器の口縁部、渦巻文と平行沈線文の曽利Ⅲ式。9は 口縁部楕円区画文の把手。

10は渦巻文の曽利Ⅳ式土器。11、 12は隆線による唐草文と沈線の竹管文唐草文Ⅳ式土器。13は口縁部が懸

垂文帯と平行隆線の曽利Ⅳ式。14は隆線による区画文と櫛状器具による文様の曽利V式に比定される土器。

―-40-―



15は 口縁部が無文帯、頸部は隆線に

よる平行線の曽利 V式 と考えられる

土器。16は LRの斜縄文土器。17は

箆状器具による連続刺突文の井戸尻

期に比定される土器。18は斜縄文と

平行沈線の曽利Ⅳ式土器。19は平行

隆線文と区画形斜縄文の曽利 Ⅱ式に

比定される土器。20は地文が斜縄文、

縦位の平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。

21は地文が斜縄文、縦位に平行沈線

文の曽利 Ⅱ式土器。22は隆線による

渦巻文と楕円文の曽利Ⅲ式土器。23

は隆線による渦巻文と斜縄文の曽利

Ⅲ式土器。24は地文がLRの斜縄文

と結節文と沈線文のEⅡ 式土器。25

は口縁部楕円区画文に斜縄文の曽利

Ⅲ式土器。26は平行隆線と方形区画

文の曽利Ⅲ式と考えられる土器。27

は地文が斜縄文、沈線の平行文の曽

利Ⅳ式に比定される土器。28は方形

及び楕円区画文内に斜縄文の曽利Ⅲ

式と考えられる土器。29は渦巻文と

平行竹管文の曽利Ⅲ式土器。30は隆

線による渦巻文と斜縄文の曽利Ⅲ式

の土器。31は U字文の曽利Ⅲ式土器。

32は隆線と沈線の平行線の間に綾杉

文の曽利Ⅲ式の深鉢形土器。33は逆

U字の斜縄文の曽利Ⅵ式土器。34は

深鉢形土器曽利V式と考えられる底

部。35、 36は無文の後期土器。37は

平安時代の土師器。

石器 (第 36図 。図版19下 )

38は粘盤岩の打製石斧。39、 40、 41

は緑色岩の打製石斧。42、 43は磨製

石斧。44は緑色岩の敲石。45は緑

色岩の敲石。46は 硬砂岩の敲石。

47は硬砂岩の磨石。48は硬砂岩の敲

石。49、 50は粘盤岩の横刃型石器。
0      1      2m

第33図 第4号住居址実測図・遺物分布図
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第 5号住 居 址 (第 37図 ・図版3上 )

本址はH― 18…1地区に発見された縄文中期後

葉址である。遺構の規模は東西4.3m、南北4.75m、

隅丸方形の住居址である。この遺構は現地表

面から50～ 70cm程のテフラ層の位置に設けられ

ていた。また、本址の壁面には所々に10～ 15cm

幅の周溝が認められた。床面は大方は固く踏

み固められていた。柱穴はPl・ P2・ P3・ P5

の4柱穴が本址の主柱穴と考えられる。炉址

は中央やや東寄りに設けられている。炉址内

には自然の平盤石が張られた形となっていた。

P4と P9の間に石蓋の埋甕が発見された。

土器 0石器 (第 38図 。図版20上 )

1は本址の時期で判定する資料である埋

甕が発見された。この埋甕は口縁部無文帯

隆線による楕円区画文その中間に粘土紐に

よる縄文で区切られ、その内部には横位の

粘土紐による蛇行文が施されている。頸部

は一応くびれが付けられている。胴部は半

裁竹管による斜縄文と唐草文が描かれた曽

利 Ⅱ式。2は 口唇部分で、渦巻文と連続爪

形文の井戸尻Ⅱ式土器。3は キャリパー形土

器の回縁部、渦巻文と押引による爪形文の

曽利 Ⅱ式に比定される土器。4は深鉢土器

底部勝坂 Ⅱ式の土器。5は 隆線文と連続刺

突文の勝坂式と考えられている土器。6は

無文土器、時期不明。7は横位の隆線区画文

と刺突文、蛇行文の曽利 Ⅱ式土器。8は渦

巻文と隆線文の曽利Ⅲ式土器。9は渦巻文

と平行沈線文の曽利 Ⅱ式。10は隆線による

楕円形文と平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。11

は12と 同じ土器。13は地文が斜縄文沈線の

渦巻文の曽利Ⅱ式土器。14は隆線によるS

字文と平行沈線文の曽利Ⅲ式土器。15は隆

線によるS字文と斜状の平行竹管文の曽利

Ⅱ式土器。16は地文斜線文、縦位の結節文

の曽利 Ⅱ式と考えられる土器。17は粘盤岩

の打製石斧。18、 19は 硬砂岩の敲石。20

は縄文中期後葉曽利 Ⅱ式と考えられる土器。

Ｐ６０

0      1      2m

第37図 第5号住居址実測図・遺物分布図
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第 6号住居址

(第39図 。図版3下 )

本坦Lは調査区域J‐ 18に発見

された縄文中期後葉址である。

また、本址は第1号住居址と

切 り合っていた。規模は東

西5.5m、 南北5。4mで円形を

なしている。遺構の壁には

特別な施設は認められなか

ったが、東側の一部は第1号

住居址を切 り込んでいた。

床面は東側が高く西側が低

く造 られていた。床は大方

は良く踏み固められている。

柱穴はPl・ P3・ P6・ P7

が主柱穴でほかは補助穴と

考えられる。本址の炉は中

央やや東寄 りに造られた石

囲炉である。また、 Plと

P7と の間に自然石の石蓋

をした埋甕が確認された。

土器

(第 40,41,42図 。図版20下 ,21上 )

1は住居址の埋甕である。

日径37cm、 高さ51cmを 測る。

口縁部は楕円区画文で仕切

られ、つなぎ目には粘土紐

の縄 目文が施 されている。

楕円文の内には平行線文が

描かれている。頸部は隆線

と蛇行文で区切 られている。

胴部には縦に隆線文と渦巻

文が、更に内部は櫛目文が

引かれその上に沈線による

唐草文と三角形文が描かれ

た唐草文 Ⅱ式の土器。2は

連続刺突文の井戸尻Ⅱ式土器。

3は 隆線の U字文の内を連

続刺突文が、また、外に斜状

縄文に結節蛇行文が施され

0      1      2m

第39図 第6号住居址実測図・遺物分布図
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た井戸尻Ⅱ式土器。4は井戸尻Ⅱ式と考えられる土器。5は横位に連続押引文が二条引かれた井戸尻Ⅲ式

の古いもの。6は粘土紐や蛇行文の曽利Ⅳ式土器。7は深鉢形土器の把手で外側に楕円文、その中に竹管

具による平行線文、内側に渦巻文に連続爪形文が描かれた曽利 Ⅱ式と考えられる土器。8は隆線文と渦巻

文の曽利 Ⅱ式土器。9は隆線文と隆線文の間に粘土紐による蛇行文と垂文帯がめぐる曽利 Ⅱ式土器。10は

深鉢形土器の回縁部隆線上部と下部に連続刺突文の曽利 Ⅱ式に該当する土器。11は隆線による渦巻文と

楕円文の内に連続押引文の曽利 Ⅱ式土器。12は深鉢形土器の口縁部把手、押引文が付された土器。13は

深鉢形土器の回縁部、逆U字文の曽利Ⅲ式土器。14は深鉢形土器の回縁部、隆線による区画文、内面斜

縄文、把手、外面は平行沈線文、内面は逆 U字文の曽利 Ⅱ式と考えられる土器。15は深鉢形土器の把手、

外面隆線による組縄文、その左右に渦巻文など、内面は隆線による渦巻文の曽利 Ⅱ式土器。16は深鉢形

土器の口縁部、隆線による渦巻文、それに連続突刺文、胴部U字文と平行沈線文の曽利Ⅲ式土器。17は

地文が斜縄文や隆線文などで、それに連続刺突文などの曽利 Ⅱ式と考えられる土器。18は地文が斜縄文

でそれに三本の隆線文で区切りその内側に結節縄文が施 された曽利 Ⅱ式に入る土器。19は地文が斜縄文、

U字形沈線で仕切った曽利Ⅲ式の土器。20は深鉢形土器で回縁は無文帯、胴部は隆線の区画文、渦巻文

や綾杉文の曽利Ⅲ式土器。21は 口縁部無文帯、頸部に横位の連続刺突文、胴部は隆線による縦位文、そ

の内面に斜縄文、綾杉文、結節文の曽利Ⅲ式土器。22は地文が斜縄文、縦位平行沈線文の曽利Ⅲ式土器。

23は地文が斜縄文とU字状沈線区画文や刺突連続文の曽利 Ⅱ～Ⅲ式の土器。24は深鉢形土器の大形把手

曽利 Ⅱ式に比定される土器。25は深鉢形の胴部地文が斜縄文、結節文や無文帯の曽利 Ⅱ式土器。26は地

文が斜縄文に結節文と沈線の縦位文の曽利 Ⅱ式土器。27は深鉢形土器の口縁部で、地文が斜縄文、結節文、

蛇行文の曽利 Ⅱ式土器。28は大形深鉢形土器の口縁部に付けられた把手、隆線による把手形、それに渦

巻文などを配 した曽利 Ⅱ式土器。29は深鉢形土器の口縁部に付けられた隆線による渦巻文などの把手。

30は深鉢形土器の胴部、隆線による縦位並列文、その左右に沈線による綾杉文と渦巻文が配された曽利

Ⅲ式土器。31は深鉢形土器、口縁部を欠き、隆線による懸垂文と渦巻文と箆具によって五段階に描かれ

た曽利 Ⅱ式土器。32は深鉢形土器、口縁部が隆線による渦巻文、胴部は地文が斜縄文と縦位平行文の加

曽利 Ⅱ式の土器。33は深鉢形土器の口縁部、隆線による有孔把手文や渦巻文に刺突文が付されその下方

に箆状器具により何段階にもわたって平行沈線文が描かれた曽利Ⅵ式土器。34は深鉢形土器、隆線の並

行懸垂文と櫛状器具による山形文が描かれた曽利Ⅳ式土器。35は土偶の脚部。36は台付土器と考えられる。

時期は曽利Ⅳ式。37は土師器底、平安時代。38は ミニチュア土器底部曽利Ⅳ式。39は 口縁部無文帯深鉢

形土器曽利Ⅳ式と考えられる。

石器 (第 42,43図・図版21下 )

40は緑色岩の打製石斧。41は硬砂岩の打製石斧。42、 43は硬砂岩の打製石斧。44、 45は粘盤岩の打製

石斧。46は粘盤岩の打製石斧。47は粘盤岩の石匙。48、 49は粘盤岩の横刃石器。50は硬砂岩の敲石。51

は緑色岩の敲石。52は硬砂岩の敲石。53は硬砂岩の敲石。54は緑色岩の敲石。55、 56は粘盤岩の横刃石器。

57は緑色岩の投弾。
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第 7号住 居 址 (第44図・図版4上 )

本址は遺跡調査区J―18に 発見された平安時代

の竪穴式住居址である。この規模は、東西3.9m、

南北4。 44mの 方形の住居址である。住居址の壁

には特別の施設は認められなかったが、西側が

第13号住居址と切り合っているので壁は破壊さ

れた状態であった。床面は一面良く踏み固められ

ていた。本址の柱穴はPl・ P2・ P3・ P4の 4柱穴

が主柱穴と考えられる。P5。 P6は母屋柱と思

われる。また、本址の甕址はPlと P4の 中間に

設けられていたが、水田造成時にかなり破壊され

てしまったようで、石芯の石が残った形となって

いた。その電の内から、かき目の甕が検出された。

土器 (第 45,46図 。図版22上 )

1は第7号住居址の竃より出土した土器。口径

22.5cm、 高さは胴部以下を欠いているので測定

はできない。口縁部は無文帯、胴部は櫛歯状器

具による斜状文が施 され土師器、平安時代。2

は同じ篭付近から発見された径17.5cmの無文の

土師器。3は隆線による縄目文及び渦巻文や連

続竹管文の曽利 Ⅱ式土器。4は隆線と渦巻文に

刺突文の曽利Ⅲ～Ⅳ式の土器。5は深鉢形土器

の口縁部の把手で渦巻文の付された曽利 Ⅱ式の

土器。6は深鉢形土器の回縁部で渦巻文と斜行

沈線文の曽利Ⅲ式と考えられる土器。7も 同じ

形式の土器。8は深鉢形土器の口縁部、隆線の

渦巻文と平行沈線文の曽利Ⅲ式の土器。9は縦

位に二条の隆線と櫛状器具による斜状沈線文の

曽利Ⅲ式に比定される土器。10も 同時期の土器。

11は 地文がLRの斜縄文の曽利 Ⅱ式土器。12は

横位の隆線に刺突押引文と粘土組の渦巻文の曽

利Ⅱ式土器。loは綾杉文の曽利Ⅱ式土器。14は

櫛状器具による乱文、時期不明。15は深鉢形土

器の口縁部、地文に縄文が施された縄文後期の

土器。16は地文が斜縄文、それに楕円文に竹管

具の押引文などが施された曽利正式に比定され

る土器。17は地文が斜縄文に縦横に沈線による

区画文の縄文後期と考えられる土器。18は地文

が縄文に磨消文の後期土器。19も 同時期の土器。

0     1      2m

第44図 第7号住居址実測図・遺物分布図
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20は平行沈線文の長楕円文の加曽利 B式の土器。21は斜縄文方形区画と磨消文の称名寺式に見られる土器。

22は磨消文に沈線による渦巻文の加曽利 B式の土器。23は地文に縄文や平行方形区画文の堀之内式に見

られる土器。24は隆線文に楕円の刺突文の堀之内式に見られる土器。25は 24と 同じ土器。26は無文帯の

称名寺式と考えられる土器。27は無文地に櫛状器具で描いた沈線文、時期不明土器。         '

石器 (第 46図 。図版22上 )

28は粘盤岩の打製石斧。29も 粘盤岩の打製石斧。30は緑色岩の打製石斧。31は硬砂岩の敲石と凹石。

32は硬砂岩の凹石。
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第 8号住 居 址 (第47図 。図版4下 )

本址は遺跡調査区ではH-18地 区に発見され

た縄文後期の住居址である。この遺構は北側

が第11号住居址と切り合いになっている。遺

構の規模は東西3.92m、 南北推定3.85mの円形

プランの住居址である。壁は東側より南側に

かけて確認されたが北側は明らかでなかった。

床面は南側では大方平面であったが北側は凹

凸が多かった。

本址の炉址は中央やや南寄りに検出された。

その規模は、径が55cm程の小形の自然石7個

の石囲炉址である。柱穴はPl・ P2は主柱穴

と考えられるが、ほかは明らかにできなかっ

た。また、住居外にP4・ P5。 P6・ P7の母

屋柱と考えられる柱穴址が確認された。また、

中央西寄りに土壊が検出された。その規模は

径1.7m、 深さ50cmの 円形プランであった。こ

の土墳内から、本址No.20の 縄文後期の遺物

が検出されているので、この土壊は縄文後期

頃のものであるといえる。

土器 (第48,49。 図版22下 )

1は 隆線による渦巻文とその内面に爪形文

が施 された井戸尻Ⅲ式土器。2は深鉢形口縁

部に半裁竹管文と隆線文、綾杉文の曽利 Ⅱ式

土器。3は深鉢形口縁部、RLの井戸尻式の

土器。4は粘土紐が二重に施 され、隆線文と

隆線文の間に竹管具による押引文などが施さ

れた曽利 Ⅱ式土器。5は隆線を抽象的に配 し

た曽利 正式と考えられる土器。6は 隆線文、

沈線文、渦巻文などの曽利 Ⅱ式土器。7は 深

鉢形土器の口縁部。渦巻文に連続刺突文が施

された曽利 Ⅱ式土器。8は深鉢形土器の把手

部分。隆線文と隆線文の間に連続刺突文の曽

利Ⅱ式土器。9は隆線の渦巻文の曽利 I式土器。

10は楕円文に連続爪形文の曽利Ⅲ式土器。

11は渦巻文と綾杉文の曽利Ⅲ式土器。12は

地文が縄文で縦に隆線文と結節文の加曽利 E

正式土器。13は地文が斜縄文、蛇行文や連続

刺突文の加曽利 EⅡ 式。14は隆線による楕円

0      1      2m

第47図 第8号住居址実測図 。遺物分布図
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区画文その内面は斜縄文と結節文の曽利Ⅲ式土器。15は地文が斜縄文に隆線の逆 U字文と結節蛇行文の曽

利Ⅲ式の土器。16も 15と 同様の文様土器。17は斜縄文の曽利Ⅲ式に比定される土器。18、 19は地文が斜縄

文でその上に隆線の楕円区画文と渦巻文の曽利Ⅲ式土器。20は地文が斜縄文に隆線によるU字及び逆 U

字文が連続 して描かれている加曽利 EⅢ 式である。21は 口縁部破片で隆線による楕円区画文と蕨手文、

U字文などの加曽利 EⅢ 式の土器。22は深鉢形土器、口縁部は無文帯で胴部に綾杉文の曽利Ⅳ式土器。

23は綾杉文の曽利Ⅳ式土器。24は沈線によるU字、逆U字文、その内に綾杉文の曽利Ⅳ式土器。25は 口

縁部に連続刺突文、胴部に短沈線文と綾杉文の曽利Ⅳ式土器。26は連続刺突文が渦巻状に施 された曽利

Ⅳ式土器。27は蕨手文と綾杉文の曽利Ⅳ式土器。28は大形の綾杉文の曽利Ⅳ式土器。29、 30は綾杉文の

曽利Ⅳ式土器。31、 32は横位と縦位の沈線による文様が描かれた掘之内正式の土器。33は 口縁部で無文

帯頸部に横に沈線と8の字のボタン状貼付文、堀之内 I、 Ⅱ式に見られる土器。34は箆状器具により抽象

的な文様の掘之内Ⅱ式と考えられる土器。35は地文を斜縄文と磨消文が抽象的に施 された堀之内 正式の

土器。36は地文の斜線縄文を磨消 し、二条の平行線文を描いた掘之内 I式土器とした。37、 38は地文が

斜縄文、それに沈線で抽象文の堀之内 正式土器。39は櫛歯状器具で描かれた加曽利 B式ではないかと思

われる土器。40は地文に斜縄文と磨消文の堀之内正式土器。41は磨消文に沈線の楕円状文が描かれた堀

之内Ⅱ式土器に分類 した。42は無文地に沈線による文様が描かれた堀之内Ⅱ式と考えられる土器。43は

地紋が斜縄文、磨消文に楕円文の後期堀之内式土器。44は地文が斜縄文、口縁部が磨消文の掘之内 正式

土器に分類 した。45は地文が斜縄文を磨消 した文様の堀之内正式の土器。46は 37、 38と 同じ様式の土器。

47は 40と 同じ様式の土器。48は地文が斜縄文それを磨消 して楕円文や方形区画文にした堀之内 I式土器

に分類。49は やはり地文が縄文地それに抽象的な文様を描いた堀之内正式土器に分類。50は地文が縄文、

それに菱形文を沈線で引いた堀之内正式土器。51は磨消文に平行沈線の堀之内正式と考えられる土器。52、

53は
=L師

器。

石器 (第 50図 。図版23上 )

54、 55、 56、 57は粘盤岩の打製石斧。58は硬砂岩の打製石斧。59、 60は緑色岩の磨製石斧。61は粘盤岩

の磨製石斧。62は硬砂岩の敲石。63は緑色岩の磨石。64は緑色岩の凹石。65は花商岩の敲石。66は径が

12.5cm、 頭部を欠いているが高さ21cmの安山岩の石棒を利用した凹石。
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第 9号住 居 址 (第 51図 。図版5上 )

本址はI‐ 17-1に 検出された住居址で、

第10号住居址の南側に位置する。この

遺構は北側の一部と東、南側の一部だ

け発見され、そのほかの壁は検出でき

なかった。現在解る規模としては、南

北4.4m、 東西4.4mと いう方形の住居址

と考えられる。本住居址は今迄の水田

改良工事のため、半分程切り取られて

しまったようである。また、本址の壁

にはP6・ P10の ビットが発見されて

いる。床面は半分程の面は硬く踏み固

められていたが、ほかは軟弱であった。

柱穴はPl・ P2・ P3・ P5が係わると考

えられる。そのほか、壁外にP7・ P8・

P90P10が発見された。この柱穴が

本址にかかわるかどうかは疑間である。

土器・石器 (第 52図 。図版23下 )

1は 深鉢形土器の口頸部で平 らな二

条ずつの隆線が縦に何本かが施され、

その内面に櫛歯状の刺突が施された加

曽利 EⅣ式に見られる珍 しい文様の土

器である。2は 口縁部に楕円区画文、

その中に粘土組の蛇行文の加曽利 Ⅱ式

土器。3は斜縄文と磨消文の曽利Ⅲ式

土器。4は磨消文と渦巻文の曽利Ⅲ式

土器。5は 隆線と隆線の間に刺突文の

曽利 Ⅱ式と考えられる土器。6は地文

が斜縄文、それに横位の平行沈線文に

刺突押引文後期土器。7は隆線と櫛歯

状文の後期と考えられる土器。8は斜

縄文と磨消文の後期土器。9は綾杉文

の後期土器。10は地文が細かい斜縄文

と沈線による渦巻文の後期土器。11は

地文斜縄文と磨消文の後期土器。12は

横位の沈線文と磨消文の後期土器。13

は深鉢形土器の口縁部把手、曽利 V式

土器。14は無文帯に平行沈線文が引か

れた後期土器。15は無文に沈線文の晩

。
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期土器。16は 口縁部沈線による渦巻文堀之内B式土器。17は地文が斜縄文と磨消文の堀之内 I式土器。

18は方形区画文の甕形土器の回縁部で晩期土器。19は無文地に横位沈線文の晩期土器。20は磨消地に楕

円文の晩期土器。21、 22、 23は櫛歯状器具による文様のある土器、時期不明。24は灰釉の碗、平安陶器。

25は緑色岩の磨製石器。26、 27は緑色岩の敲石。(本址は縄文後期の住居址である。)

仁蒙
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も
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ソ
13 表採」6.2

第52図 第9号住居址遺物実測図
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第10号住居址 (平安田寺代)

(第53図 。図版5下 )

本址は9号址と11号址、I-17-1調査

区画に発見された平安の住居址である。

その規模は東西5.5m、 南北5.65mの

隅丸方形である。壁は南西の一部だ

けを除き、あとは確認することがで

きた。壁にはP5と P6が係っていた。

ほかには特別に施設は発見できなか

った。本址の床面は全体的によく踏

み固められていた。柱穴はPl～ P4

が主柱穴と考えられる。篭は東側の

壁に付けられた形で検出された。そ

の規模は東西 1。 2m、 南北 1。 4mの石芯

粘土篭である。壁外には母屋柱穴で

はないかと思われるピットが4箇所

認められた。

メ

第53図 第10号住居址実測図・遺物分布図
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土器 (第 54,55図 ・図版24上 )

1は土師器内黒碗、径13.8cm、 高さ5.5cmの糸切底。2は [師器内黒碗、径7.Ocm、 高さ4.lcmの糸切底。3は

土師器内黒碗、径12.4cm、 高さ2.7cmの糸切底。4は 土師器の碗、径13.9cm、 高さ4.O cmの 糸切底。5は 主師器

内黒碗、径12.4cm、 高さ4.Ocmの糸切底。6は 七師器内黒碗、径13.7cm、 高さ4.7cmの糸切底。墨書だが字体は

現在のところ読めない。後日の研究を待ちたい。7は 土師器内黒碗、径14.Ocm、 高さ3.7cmの糸切底。墨書

であり天か元に読めるが、これも後日の研究を待ちたい。8は 上師器内黒の皿、径は13.4cm、 高さ2.9cmの

糸切底でこの上器にも墨書の一部が書かれているが、これも後日の研究を待ちたい。9は L師器の碗か。径

は12.8cmを測るが高さは解らない。この f_器 も墨書上器だが現在のところ火という字に読める。10は 11師

器の碗、径13.7cm、 高さは解らない。11は土師器内黒の碗、径13.9cm、 これも高さは測れない。12は 七師器

内黒の碗、径12.4cm、 高さは4.3cm。 13は土師器内黒の碗、径は明らかではないが14cm程で、高さ4.6cmの 付高

台、糸切底が見られる。14は 上師器内黒の付高台 t器、糸切痕は見られない。15は 土師器内黒の皿、径14.9

cm、 高さ2.4cm、 付高台。底部に糸切痕が見られる。16は 土師器内黒碗、径11.9cm、 高さ4.7cm、 糸切底。17

は土師器の碗か、大きさは測れない。底部糸切底。18は 土師器の碗、日径10.5cm、 高さ4.3cmを測る。19は

土師器内黒の碗、回径10.6cmを測る。20は土師器内黒の碗、日径13.Ocm、 高さ3.9cmを測る。21は土師器内

黒の碗、径は13.Ocm、 高さ不明。22は 土師器内黒の碗、径口不明、糸切底。23は 土師器内黒の碗、糸切底。

24は須恵器甕の一部。格子目状の叩き目が有る。以 111～ 23は上師器、24は須恵器。いずれも平安時代9世

紀～10世紀と考えられる。よって、本住居址は平安時代前半に位置付けられる。25は斜縄文と沈線文、渦巻

文の曽利Ⅲ式の深鉢形土器。26は地文が斜縄文、縦位の平行沈線文と蛇行波状文の曽利Ⅲ式上器。27は IJ

縁部に連続刺突文と頸部に楕円区画文、その内に斜縄文の曽利Ⅲ式上器。28は深鉢形 f_器の底部、平行沈

線文とその間に竹管具による平行文の曽利Ⅲ式の 11器 。29は深鉢形上器の胴部破片、平行隆線や渦巻文の

曽利Ⅲ式の七器。30は斜縄文の曽利Ⅱ～Ⅲ式t器。31は深鉢形t器の把手、曽利Ⅱ式か。32は深鉢形 11器の

胴部、隆線によるU字文と、隆線に束1突文の櫛状器具による文様の曽利Ⅲ式上器。33は深鉢形土器の日縁部

無文帯、曽利Ⅲ式上器。34は深鉢形 L器の胴部。綾杉文の曽利皿式上器。35は櫛国状器具による平行沈線

文。以上25～35は、本遺構覆土中より出上した縄文中期後葉の il器 。36は灰釉陶器。37は灰釉の壷形陶器。

第10号住居址石芯粘土電
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第 11号住 居址 悌 56図 。図版6上 )

本址は調査区17-1‐HHに発見され

た縄文中期の住居址である。この

住居址は第12号住居址の上に築造

されたので、住居址のプランは今

迄の土地改良工事のため大方取 り

去 られ、石囲炉だけ残ったかたち

となってしまった遺構である。

土器 (第 57図・図版24下 )

1は縄文中期後葉の深鉢形土器の

底部。2は地文が縄文の縄文中期後

葉の土器。3は土師器の甕形土器、

文様はかき目。(本址は縄文中期後葉

の住居址である。)
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第司2号住 居 址 (第 58図・図版6下 )

本址は17-1-HH区画に検出された竪穴式住居址である。この住居址は11号住居址設置の折リー部分破壊

された遺構であるため、不明な所が存在する。規模は南北4.02mを測るが、東西の西壁は水田改良工事の

ため切り取られていた。壁には特別の施設は認められなかった。床面は大方は硬く踏み固められていたが、

一部には軟弱な所も見られた。柱穴はPl・ P2・ P3・ P4が主柱穴と考えられる。炉址の一つはP3と P4

のほぼ中間に認められ、P4と P5の間に検出された炉址は、径60cm程 の小型のもので、自然石を用いた石

囲炉である。

土器 (第59図 。図版25上 )

1は隆線間に刺突押引文の曽利 Ⅱ式土器。2は隆線による楕円区画文に平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。3は

隆線による渦巻文と平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。4は隆線による渦巻文と楕円区画文に平行沈線文の曽利

Ⅲ式の土器。5は沈線による渦巻文に竹管具による平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。6は地文が縄文でその間

に沈線の平行文と渦巻文の曽利Ⅲ式と考えられる土器。7は隆線による渦巻文の曽利Ⅲ式土器。8は地文

が斜縄文に沈線による渦巻文の曽利Ⅲ式土器。9は地文が斜縄文で縦に二条の沈線文と蛇行文の曽利Ⅳ式

と考えられる土器。10は隆線によるU地文、その内に櫛状器具による平行沈線文の曽利Ⅳ式の土器。¶1は

隆線による区画文と綾杉文の曽利Ⅲ式の土器。12は隆線によるU字形文の内に竹管具による沈線文の曽

利Ⅳ式土器。13は深鉢形土器の口縁部、渦巻文と斜縄文の曽利皿式土器。14は深鉢形土器の口縁部、沈

線による楕円区画文に櫛状器具による斜縄文の曽利 Ⅱ式土器。15は隆線による縦位の文様に横位の平行

沈線文の曽利Ⅲ式の土器。16は地文が斜縄文と沈線文の曽利Ⅲ式土器。17は地文が斜縄文に沈線による

曲線的な磨消文の掘之内 正式土器。18は土師器の甕形土器。墨書かと思われる痕のある平安時代の土器。

19は磁器染付け、昭和年代か。本址は後世において平安時代の石芯のかまどが造られているが、そのプ

ランが不明確であるため、縄文中期後葉の住居址とした。
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石器 (第60図・図版25下 )

20は緑色岩の打製石斧。21は硬砂岩の

打製石斧。22は緑色岩の打製石斧。23は

緑色岩の打製石斧。24は緑色岩の打製石斧。

25は緑色岩の磨製石斧。26は硬砂岩の敲

石。27は緑色岩の敲石。28、 29は硬砂岩

の敲石。30、 31、 32、 33は黒曜石の横刃石

器が共出した。
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第司3号住 居 址 (縄文後期)(第 61図 。図版7上 )

本址は泉遺跡調査J… 17-1区画を中心とした箇所に検出

された縄文後期の竪穴式住居址である。本址の東側には

第7号住居址が存在していた。また、西側には第14号住居

址が検出されている。本址の北側に壁が確認されたが、

ほかは明らかにできなかった。そのほか、Jヒ側の壁には

Pl、 東側には第7号住居址が埋め出した形であって完全

な壁は確認できなかった。床面は、大方よく踏み固められ

ていた。P2は本址の主柱穴だと考えられるが、これ以外

のものは断定できない。本址の炉址は発見できなかった。

土器 (第62,63図 。図版26上 )

1は 口唇に渦巻文、口縁部に沈線の楕円区画文の縄

文後期土器。2は地文が斜縄文、楕円区画文や方形の磨

消文の鉢形土器。3は地文が斜縄文、それを方形に区画

した磨消文土器。4、 5は地文が斜縄文、それを楕円及

び方形に磨消した土器。6は鉢形土器の口縁部、地文が

斜縄文、それを磨消した土器。7は甕形土器の口縁部、

地文が縄文それを磨消した土器。8は鉢形土器の口縁部、

平行沈線文や抽象的文様の土器。9は地文が斜縄文、

楕円文を磨消した土器。10は地文が斜縄文、それに沈

線による平行文や渦巻文の土器。11は鉢形土器、地文

が斜縄文それを沈線により斜め方向に区切った土器。12

は鉢形土器無文の称名寺式と考えられる土器。13は縄

文地に方形の区画文の堀之内土器。14は地文が斜縄文

でそれに平行沈線が描かれた加曽利 B式 と考えられる

土器。15は地文が斜縄文それを沈線により波状に施し

た文様の土器。16は沈線により渦巻文が施された土器。

17は 口縁部の底に隆線をめぐらしその中に刻目文を施

しその下は平行沈線文をめぐらした土器。18は 無文地

に半円形に沈線文がめぐらされ、斜位に平行沈線文が

施された土器。19は甕形土器の口縁部に二条の隆線を

めぐらしその上に連続刻目文を施した土器。20は鉢形

土器口縁部の把手。21は鉢形土器口縁部の把手。22は

鉢形土器の口縁部把手が破損しているもの。以上1～ 22

は堀之内 I式に比定される土器。23は鉢形土器の底部。

24は波状口縁部の半円形文の土器で縄文時代後期か。25は縄文の文様のある土器。26は深鉢形土器の胴部

から底部。隆線に連続刻目文、それに半裁竹管文の曽利 正式土器。27は斜縄文に結節縄文の土器。28は隆

線によるエプロン状の区画文、その内を平行竹管文の曽利 正式土器。29は地文が斜縄文と結節文や綾杉文

の曽利Ⅲ式の土器。30は隆帯に刺突文、頸部に綾杉文の曽利Ⅳ式土器。

0     1     2m

第61図 第13号住居址実測図 0遺物分布図
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第63図 第13号住居址遺物石器実測図

石器 (第63図 。図版26上 )

31は粘盤岩の打製石斧。32は粘盤岩の横刃。33は硬砂岩の敲石。34は緑色岩の敲石兼用の凹石。35は

石棒か。36は緑色岩の蜂巣石で両面使用。
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第14号住居址 (第64図 。図版7下 )

本力Lは泉遺跡調創 -17‐ 1地区に発見さ

れた縄文時代後期の竪穴式住居址である。

この遺構の東側の第13号住居址を埋土

して造られたようである。また、北側と南

側の壁の一部は確認できたが、西側は

江戸時代頃に溜池が造られたため調査

できなかった。床面は大方硬く踏み固

められていた。ピットはPl～ P6ま で6

ピットが確認できたが、柱穴としては明ら

かにすることができなかった。炉址も確

認することができなかったが、P4の西側

に焼土と焼石が存在 した。しかし、位置

的にこれを炉と判断するのは疑間が残る。

土器 (第 65図 。図版26下 )

1は深鉢形土器の口縁部把手、隆線

による渦巻文と斜行竹管文の曽利Ⅲ式

土器。2は深鉢形土器の回縁部、突起

部内外面有孔文、頸部に隆線による渦

巻文、その間に竹管具による斜行平行

文曽利 Ⅱ式土器。3は深鉢形土器の回

縁部、隆線による渦巻文と連続刺突

文の曽利 Ⅱ式上器。4は斜縄文の土器。

5は斜縄文の土器曽利 Ⅱ式土器。6は 隆

線の渦巻文と斜縄文の曽利Ш式土器。

7は縦状の沈線文とその内部に櫛歯状

文曽利Ⅲ式土器。8は深鉢形土器の口

縁部で楕円文の内に斜縄文や渦巻文、

斜線文と沈線による蛇行文の曽利Ⅲ式

の土器。9は深鉢形の胴部綾杉文の曽

利Ⅲ式の土器。10は地文が斜縄文、口

縁部に波状沈線文と連続刺突文の曽利

Ⅳ式と考えられる土器。11は甕形土器

の口縁部把手に穴が施され、胴部には

地文が斜縄文に渦巻文などの堀之内 I

式土器。12は 口縁部に隆線による渦巻

文の曽利Ⅳ式土器。13は地文を磨消文

と渦巻文が描かれた堀之内正式土器。14、

15、 16は 13と 同時代型式土器。 第64図 第14号住居址実測図・遺物分布図
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石器 (第66図 。図版26下 )

17、 18は緑色岩の打製石斧。19は硬砂岩の敲石。20は緑色岩の横刃型石器。

第15号住居址 (第 67図・図版8上 )

本址はHH‐ 17調査区に確認された縄文中期後葉址である。この規模は東西6.6m、 南北5.05mを 測る楕円形

の住居址である。壁には特別の施設は認められなかったが、西側の壁に添って巾7～ 14cm、 深さ1lcmの周溝

が内外にめぐっていた。床面は一部に軟弱な所が認められたが、大方は硬く踏み固められていた。柱穴は

Pl・ P3・ P5・ P6が本址の主柱穴と考えられる。ほかは補助穴だと考えられる。炉址は住居址の中央や

や東側に認められた。炉石は南側と西側に残っていたが、北側と東側のものは抜き取られていた。

土器 (第 68,69,70図 ・図版27上 )

1は深鉢形土器の口縁部、隆線による半楕円形文に連続爪形文。粘土組による蛇行文などの井戸尻Ⅲ式に見ら

れるの土器。2は口縁部を欠いている深鉢形土器の頸部下に粘土組の格子目文様の唐草文Ⅱ式土器。3は横位二

条の隆線に縦位平行に粘土紐を張り付けた、逆U字文の曽利 正式土器。4は平行隆線文の間に粘土紐による蛇行

文や渦巻文などの曽利Ⅱ式土器。5は隆線による渦巻文方形区画文が施され その内面に竹管具による平行沈線

文の曽利Ⅱ式土器。6は隆線によるエプロン状文が施され、その内に箆状器具による押引文の曽利Ⅱ式土器。

7は深鉢形土器の口縁部。口唇は無文帯、頸部は粘土紐の蛇行文、その下部は斜縄文RLL文の井戸尻Ⅲ式上器。

8は深鉢形土器の口縁部。隆線による渦巻文と楕円区画文、頸部以下は地文が斜縄文と平行沈線文の曽利Ⅱ式土

器。9は深鉢形土器の底部。文様は縦位に平行沈線文と綾杉文の曽利Ⅲ式土器。10は隆線による楕円文、その内

には刺突文や箆状器具による斜状沈線文が施された曽利Ⅱ～Ⅲ式の土器。11は隆線によるU字文が描かれその内

に縦位の平行文ヽ 横位の竹管文が描かれた曽利Ⅱ式と考えられる土器。12は隆線によるS地文や楕円文の中に

斜縄文で埋めた形の文様と縦位に竹管具による平行沈線文の曽利Ⅱ式と考えられる土器。13は深鉢形土器の口

縁部。無文厚手曽利 I～ Ⅱ式と考えられる土器。14は隆帯文が口縁部にめぐり以下隆線による区画文と結節縄

‐９
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文の曽利Ⅱ式土器。15は深

鉢形土器の口縁部把手。隆

線によるU字文や渦巻文に箆

状器具による押引文の施され

た曽利Ⅱ式土器。16は深鉢形

土器の口縁部把手。渦巻文な

どの曽利Ⅱ式土器。17は深鉢

形土器の口縁部と考えられる

部分。無文帯、隆線による区

画文、その内側は平行沈線文

の加曽利Ⅳ式。18は深鉢形土

器の口縁部と考えられる曽利

Ⅱ式土器。19は深鉢形土器

で隆線による縦位の蕨手文。

竹管具による平行沈線文の曽

利V式土器。20は深鉢形土

器の回縁部。隆線による渦巻

文曽利Ⅳ式土器。21は隆線

による楕円文、その内部に平

行沈線文の曽利V式土器。

22は深鉢形土器の底部。隆

線と隆線の間に櫛状器具に

よる文様の曽利 Ⅱ式の土器。

23は隆線による三角文に連続

刺突文曽利Ⅱ式の土器。24は

深鉢形土器の口縁部。隆線に

よる縦位、横位の区画内に竹

管具による平行沈線の曽利Ⅲ

式土器。25は隆線による平行

文とその内側に綾杉文の曽利

Ⅲ式の土器。26は深鉢形土

器の口縁部。無文帯とRの文

様の曽利Ⅱ式の土器。27は地

文が斜縄文縦位に3本の平行

沈線文の加曽利 EⅡ式の土器。

28は 27と 同型式の土器。29

は深鉢形土器の口縁部。隆

線による楕円区画文渦巻文と

頸部以下は地文が斜縄文、そ

れに3本の平行沈線文や磨消 第67図 第15号住居址実測図・遺物分布図
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第70図 第15号住居址遺物石器実測図

文の曽利Ⅲ式の土器。30は小形深鉢形土器。口縁部は無文帯、頸部以下は平行沈線文や渦巻文、綾杉文の曽

利Ⅲ式の土器。31は櫛状器具による平行沈線文の曽利V式土器。32は地文が斜縄文、区画の縦位平行沈線文

と蛇行文の加曽利 E正 式の土器。33は無文の口縁部の土器で、縄文後期と思われる土器。34は 口縁部が無文

帯の縄文後期の土器か。35は地文が斜縄文でそれを沈線による雲状の文様の施された堀之内正式と考えられ

る土器。36は磨消文の縄文後期土器。37は地文が斜縄文、それにU字形文と磨消文の曽利Ⅲ式と考えられる

土器。38は 37と 同じ時期と考えられる土器。39は地文が縄文地、それに平行沈線文が施された縄文後期堀之

内正式土器。40は磨消文地に沈線による半円形文が描かれた堀之内正式頃と考えられる土器。41は隆線によ

る渦巻文や刺突文の縄文後期の土器。42は甕形土器の口縁部、粘土紐を張り付けた縄文後期の土器。43は地

文が斜縄文、それを箆状器具による方形の沈線文が描かれた縄文後期の土器。44は磨消文の縄文後期の土器。

45は付高台の土師器。46は糸切りのロクロロが残る土師器。47は 内黒の皿形土器。48は甕形土器のかき目土

器。以上45～ 48は平安時代の遺物であると考えられる。49は鉄釉の甕の破片、中世遺物。

石器 (第 70図 。図版27上 )

50、 51は緑色岩の打製石斧。52は (調査中)の打製石器。53は緑色岩の敲石。54は堆石岩の敲石を利用した凹石。

55は 3.Ocm× 4.3cm× 1。 lcmの 緑色岩の磨石。56は硬砂岩の敲石。57は大きさ171cm× 14.Ocm× 8。Ocmの硬砂岩の蜂巣石。
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第 ¶6号住 居 址

(第 71図 。図版8下 )

本址は調査区H‐ 17区 に発見さ

れた竪穴式住居址である。遺構

規模は東西6.15m、 南北 5。 6mを

測る。壁はテフラ面より70cm程

切 り込んで造 られている。また、

壁面にはP7の ピットが穿たれて

いたくらいで特別の施設は認め

られなかった。それから壁に添

って北と東に周満が認められた。

床面は一部軟弱な所が認められ

たが、大方は硬 く踏み固められ

ていた。本址の主柱穴はPlo P2・

P3・ P5。 P6・ P7の 6柱穴と考

えられる。規模1.4m程の石囲炉

址は遺構の中央やや東寄 りに設

けられていた。(縄文中期後葉)

土器 。石器

(第72,73図 。図版27下 )

1は本址の埋甕である。口径は

35cm、 高さ51cmを 測る。土器は

口縁部無文帯、その下に小渦巻文、

交互刺突文粘土組の組紐文など

複雑に飾る頸部区画文、渦巻隆

線文と綾杉文と斜行文などから成

立っているもので曽利Ⅲ式とした。

2は 1と 並んで発見された曽利Ⅲ式

の埋甕である。文様構成は曽利を

代表する懸垂文や綾杉文が単純

な沈線で極度に簡素化されている。

3は深鉢形土器の把手部分で、曽

利 正式の火焔形といわれるもので

ある。4は深鉢形土器の頸部以下

によく見られる粘土紐を隆線文に

縦位に格子目状に張 り付けた唐

草文形式 正式の土器である。5は

深鉢形土器の口縁部で、粘土紐

による横位の蛇行文、沈線文内に連続刺突文、またその下部には粘土紐による蛇行文、以下は隆線による

楕円形文や蕨手文竹管具による平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。6は深鉢形土器の胴部、隆線による唐草文や

第71図 第16号住居址実測図 0遺物分布図
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懸垂文と竹管具による平行線文が描かれた曽利 Ⅱ式土器。7は隆線による懸垂文やU字文、唐草文、その

間に竹管具による平行沈線文や綾杉文の曽利 Ⅱ式土器。8は深鉢形土器の胴部で隆線による楕円区画文に

斜縄の平行沈線文が施された曽利 Ⅱ式土器。9は深鉢形土器の胴部と考えられる土器。隆線による唐草文

や平行懸垂文の曽利Ⅲ式土器。10は深鉢形土器の口縁部把手渦巻文と有孔の曽利 Ⅱ式土器。11は深鉢形

土器の口縁部、楕円文や渦巻文が施されその内側に斜縄文が描かれた曽利Ⅲ式に比定される土器。12は深

鉢形の土器で地文が斜縄文で横位に半裁竹管文による文様が付された曽利Ⅲ式土器。13は深鉢形土器の頸

部辺りのもので、粘土紐を蕨手文に張り付け、左右に竹管具による斜縄文が施された曽利Ⅲ式土器。14は

隆線の平行文の間に竹管具による押引文が施され、その左右に半裁竹管文が見られる曽利Ⅲ式と考えられ

る土器。15は深鉢形土器の胴部、隆線による横位平行文や懸垂文が付されその間に沈線による綾杉文と蛇

行文などが施された曽利Ⅲ～Ⅳ式の土器。16は深鉢形土器の底部、わずかに斜縄文と沈線文の施された曽

利Ⅳ～V式の土器。17は沈線による懸垂文と櫛状器具による文様が施された曽利Ⅳ式と考えられる土器。

18は沈線による唐草文ではないかと思われる文様と櫛状器具による綾杉文と蛇行文の曽利Ⅲ式と思われる

土器。19は深鉢形土器の一部で沈線による綾杉文の曽利Ⅲ式土器。20は隆線による縦、横位の押引文が施

された縄文後期と考えられる土器。21は鉢形土器口縁部の有孔の把手、縄文後期と考えられる土器。22は

地文が斜縄文と沈線文と磨消文の曽利V式と考えられる土器。23は沈線による楕円文などが施された磨消

文の曽利Ⅳ式頃と考えられる土器。24はかき目文の土師器、平安時代。25、 26は硬砂岩の敲石。27は緑色

岩の磨製石斧。
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第 17号住 居 址

(第 74図 。図版9上 )

本址は、本遺跡調査HH-17地

区に発見された縄文中期後葉址

である。規模は南北6.57m、 東

西は西方が欠けているが5。7m前

後と推浪1さ れる。遺構の壁には

特別な施設は認められなかった

がPl・ P8間 に2m× lmの方形の

くぼみが発見された。またその

内からは自然石が3個 と土器 (M12、

NQ20)が 検出された。また隣に方

形の70cm× 67cm深 さ10cm程のく

ぼみも見られた。本址の床面は

大方硬く踏み固められていたが、

南側に一部軟弱な所が認められ

た。本址の主柱穴はPl～ P5の
|

5柱穴であると考えられる。炉

址は中央やや北寄りに設けられ

ていた。規模は径70cm程 で石囲

炉ではないかと思われる。

土器

(第 75,76図 。図版28上下)

1は炉址内に埋められていた

土器である。口径は口縁部を欠

いているので正確な数値は出せ

ないがほぼ30cmで 、高さも同様

に正確な数値ではないが50cm程

度であろうと考えられる。文様

は隆線による唐草文様が描かれ

ている。また空間には沈線の蛇

行文と櫛歯状器具により不規則

な文様が施されている唐草文Ⅳ

式土器。2は 無文帯であるが胎

土等により勝坂 Ⅱ式とした。3

は深鉢形土器の口縁部隆線文と

粘土紐を等間隔斜状に施した曽

利Ⅲ式土器。4は深鉢形土器、

半裁竹管具による平行沈線文が

描かれた曽利 正式土器。5は 深 第74図 第17号住居址実測図・遺物分布図
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鉢形土器の回頸部、無文帯楕円区画文、その内部に沈線による蛇行文、また下部は隆線による渦巻文と箆

状器具による斜方向に描かれた平行文の曽利 Ⅱ式土器。6は 口縁部は無文帯、頸部に隆線による横位楕円

区画文、その内部に粘土紐を蛇行状に施した文様、頸部以下には沈線による綾杉文の曽利 ⅡA式土器。7は

深鉢形土器口縁部、隆線による横位楕円区画文、その内に沈線による蛇行文が描かれ頸部以下は無文の曽

利 Ⅱ式土器。8は深鉢形土器の口縁部と考えられる土器。隆線による渦巻文の曽利 Ⅱ式土器。9は深鉢形

土器の回縁部、隆帯状の渦巻文、その下部は平行沈線文の曽利ⅢB式土器。10は隆線による楕円文、そ

の内は斜縄文、頸部以下は逆U字文、その内部に斜縄文が施された曽利ⅢB式土器。1¶ は深鉢形土器の

把手、渦巻文の曽利 Ⅱ式土器。12は深鉢形土器の回縁部、横位に連続渦巻文、以下は隆線による唐草文、

その区画内には櫛状器具による沈線文の曽利Ⅲ式土器。13は深鉢形土器、地文には斜縄文沈線による蕨

手文やU字文の磨消文曽利Ⅲ式土器。14は隆線を縄状に刻みを付けた文様、その左右に蕨手文様や平行

沈線文の曽利Ⅳ式に比定される土器。15は深鉢形土器口縁部、地文が斜縄文それに沈線による蕨手文や

渦巻文が施された唐草文Ⅳ式土器。16は キャリパー形土器口縁部、沈線による楕円区画文内は斜縄文そ

れ以外は磨消文また左右に耳形把手の加曽利 EⅢ 式土器。17は隆線による区画文に連続刺突文が施され

た文様と斜縄文と考えられる土器。18は地文が斜縄文、それに楕円状に平行沈線文が描かれた縄文後期

土器。19は甕形土器の口縁部、沈線による平行文が描かれた縄文後期前半と考えられる土器。20は器形

不明の土器、地文が斜縄文に等間隔に沈線が引かれた縄文後期後半と考えられる土器。21は甕形土器の

回縁部、細かい隆線に連続刺突文や8の字形文様などが施された縄文後期後半の土器。22は地文に斜縄文、

沈線文の平行文や磨消文の縄文後期後半の土器。23は地文が斜縄文、それを箆状器具による平行沈線が引

かれ磨消文の縄文後期の土器。24は甕形土器の口縁部、日唇上沈線文とその内に2つ の刺突文の縄文後期

前半の土器。25は甕形土器の底部。無

文縄文後期前半の土器。26は土師器内

黒の碗形の土器。底部を半分くらい磨

消された平安時代前半の土器。27は灰

釉陶器の碗形土器。平安時代末～中世

の陶器。

石器 (第76図 。図版28下 )

28、 29は粘盤岩の打製石斧。30は粘

盤岩の磨製石斧。31は安山岩の蜂巣石。

32は緑色岩の敲石。33は緑色岩の打

製石斧。34は緑色岩の磨石。35は緑色

岩の敲石を利用した凹石。36、 37は硬

砂岩の石垂。38は硬砂岩小型の磨石。

39は小型の硬砂岩の磨石。

0             10cm
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第 18号住 居 址

(第 77,78図 。図版9下 )

本址は泉地区の調査区

HH‐ 16に発見された竪穴

式住居力Lである。本址の

規模は東西 5。 7m、 南北

7.5mで あった。南側は第

20号住居址が切り込んで

おり、テフラ層に16～ 23cm

程掘り込まれて床面があ

った。壁には特別の施設

は認められなかったが、

北側の壁に接するように

円形のピットが認められ

た。また、南側は第20号

住居址によって切り取ら

れていた。そのほか、北

側の壁に添って周満が一

部認められた。床面は大

方硬く踏み固められてい

た。柱穴は Pl～ P6の 6

柱穴が主柱穴ではないか

と思われる。炉址は本住

居址の中央やや東寄りに

設けらた石囲炉であった。

制 文中期後葉の住居址)

土器

(第 79,80図 。図版29上下)

1は本址の埋深鉢である。

第20号住居址

この土器は口径33cm、 高さは測定できる範囲で50cm内外だと推測される。口縁部の文様は平行沈線文、頸

部は隆線による平行線文、その下部に沈線による蛇行文や縦位の平行線文、胴上部には隆線による平行文

と沈線による蛇行文、その下部は隆線による縦位蕨手文や唐草文の土器で、唐草文Ⅱ式土器。2は深鉢形

土器、隆帯に平行沈線文や竹管具による押引文の井戸尻Ⅱ式に見られる土器。3は 2と 同類で S字状の文

様が施された土器。4は箆状器具による縦位平行文の井戸尻Ⅲ式に見られる土器。5は深鉢形土器の口縁部、

粘土による縄目状文や隆線と隆線の間に箆状器具による押引文などが施された曽利 Ⅱ式の土器。6は深鉢

形土器、竹管具による横位平行文、その上に粘土紐を二条縦位に張り付け刻目を付 した文様や粘土紐を横

位に蛇行させた曽利 Ⅲ式土器。7は深鉢形土器の口縁部、渦巻状の把手、頸部には隆線によるU字文や楕

円文に平行沈線が描かれた曽利 Ⅱ式に入る土器。8は深鉢形土器の口縁部、隆線による渦巻形の楕円文や

S字文、沈線による平行文が施された曽利Ⅳ式の土器。9は深鉢形土器、隆線による不整形の楕円文や渦

巻文、その内側に斜縄文の曽利Ⅲ式の土器。10は深鉢形土器の口縁部把手部分で、箆状器具による押引文
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や平行沈線文の曽利 Ⅱ式

の土器。11は深鉢形土器

の回縁部、隆線による楕

円文や渦巻文と平行竹管

文の曽利Ⅲ式土器。12は

深鉢形土器の口縁部、耳

状の把手や隆線間に連続

刺突文の曽利Ⅲ式に比定

される土器。13は深鉢形

土器、箆状器具による沈

線文の曽利 V式の土器。

14は深鉢形土器、縦位隆

線文や斜縄文と結節縄文

の曽利Ⅲ式土器。15はキ

ャリパー形深鉢、地文が

斜縄文に沈線の波状文、

刺突による押引文の曽利

Ⅲ一B式に比定される土

器。16は深鉢形土器胴部

の下位土器。偏平隆線に

より区画された内に櫛状

器具による平行文の施さ

れた曽利Ⅲ一B式土器。

17は深鉢形土器、地文が

斜縄文それに箆状器具に

よる蛇行沈線文や渦巻文、

楕円文などの曽利Ⅲ一B

式土器。18は深鉢形土器

の胴部と考えられるもの

で、地文が斜縄文にU字 ―

楕円文、その内側に結節縄文の曽利Ⅲ―B式土器。19は 深鉢形土器の頸部辺り、蕨手文や綾杉文の曽利

Ⅲ一B式土器。20は深鉢形土器の口縁部、口唇が無文帯、頸部は隆帯状の区画文その内部はハの字形文

様の付 された曽利Ⅳ式に比定される土器。21は深鉢形土器、無文帯に蕨手文や沈線文が描かれた縄文後

期堀之内Ⅱ式と考えられる土器。22は 口縁が無文帯、頸部は地文が斜縄文、沈線文、それに蕨手文など

の堀之内正式の土器。23は地文が斜縄文で、それに沈線文や磨消文の堀之内正式の土器。24、 25は 21と 同

類の土器。26は無文の縄文後期後半の土器。27は無文の縄文後期の土器。

石器 (第 80図 。図版29下 )

28は緑色岩の打製石斧。29は硬砂岩の磨石。30は緑色岩の横刃型石器。31は硬砂岩の敲石。32は硬砂

岩の敲石。33は硬砂岩の磨石。34は小型の緑色岩の磨石。35は硬砂岩の小型磨石。
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鮮519号個目居社lL(第81図 。図版10上 )

本なLは 、調査区H‐16区画に発見さ

れた竪穴式住居址である。この住居

址の規模は東西5.5m、 南北6。 lmの隅

丸方形の遺構であるが、南側には第

27号址があるので、一部の区画の境

が明らかにできなかった。また、本

址は今まで何度か土地改良がされて

いた場所に存在していたらしく、壁

面に接する程度に削り取られ辛うじ

てプランを知ることができた程度であ

った。壁面には特別の施設は確認で

きなかった。床面は大方は硬く踏み

固められていた。本址の柱穴はPl・

P2・ P3・ P40P6の 5個が主柱穴と考

えられる。炉址は、中央やや東寄りに

位置されていた。その規模は、径が

1.2mで、深さ50cm程度で底部は焼土

が厚くあり、また焼けた自然石が2個

認められた。(縄文中期後葉)

土器 (第82,83,84図 。図版30上下)

1は深鉢形土器。口縁部は無文帯、

頸部上は2本の隆線内に蛇行文がめ

ぐらされている。胴部は隆線による

唐草文が施され、その空間に沈線に

よる綾杉文や平行沈線文が施された

曽利 Ⅱ式の土器。2は深鉢形土器の

口縁部。口唇内にも竹管具による斜

状平行文がが描かれている。また、

頸部までも同じ文様が施された曽利

Ⅱ式の土器。3は深鉢形土器の回縁

部から頸部あたりの土器。竹管具に

よる斜縄文や粘土紐、張り付け文な

どの曽利Ⅱ式の土器。4は深鉢形土器。

口縁部は無文帯と隆線による横位平

行文の間に粘土紐による蛇行文、胴

部には隆線による唐草文が施され、

またその間には沈線による縦横に描

かれた唐草文Ⅲ式土器。5は深鉢形 第81図 第19号住居址実測図・遺物分布図

―-93-―



第82図 第19号住居址遺物実測図

―-94-―



‐３

円
Ｈ
＝
―Ｉ
Ｈ
＝

―Ｉ
Ｈ
Ｈ

ＩＩ
ＩＩ
＝
【

＝

‐６　　　　（川判＝＝同好句
２。

２４

出
＝
Ｈ
川
＝
＝
岬

３‐

２７

‐
鱚

‐

¨
４４

門
＝

‐―
‐―
―‐
園

２６

14‐ 1

-5

|

r

6-6

i
1      29

4‐ 11

I

第83図 第19号住居址遺物実測図

‐９

―-95-―



|)

5…58

…

    ∞

14¨4

ハ
川
――
マ

ハ
‐‐
‐‐
‐‐
同
＝
――
――
＝
Ｖ

３３

5…59

6-23
0         5        10cm

第84図 第19号住居址遺物石器実測図

土器の把手。蕨手文などが施された曽利 Ⅱ式の土器。6は深鉢形土器口縁部。隆線による楕円文、その内

に蛇行文が施されている。また楕円文と楕円文の間には粘土紐による組縄文などの曽利 Ⅱ式土器。7は深

鉢形土器の口縁部。隆線による方形区画文、その内部に斜縄文、またS字縄文などが配されておりその外

胴部には地文が斜縄文、その中を縦の平行沈線文などの曽利V式の土器。8は キャリパー形の深鉢形土器

口縁部。地文が斜縄文に沈線による平行文や楕円文、渦巻文、逆U字文などが施文された曽利Ⅳ式と考え

られる土器。9は深鉢形土器の口縁部で楕円文や有穴文が頸部下は櫛状器具による平行沈線文の曽利Ⅳ式

の土器。10は深鉢形土器の回縁部。隆線による蕨手文や綾杉文の曽利Ⅲ式の土器。11は地文が櫛状器具

による平行沈線文、その上に粘土紐による大きい蛇行文の曽利Ⅲ式土器。12は深鉢形土器。磨消による無

文地に蛇行沈線による蕨手文や沈線による平行蛇行文、曽利Ⅳ式の土器。13は 12と 同類の曽利 V式の土器。

14は香炉形の土器。箆状器具による平行沈線文、口唇には平行沈線文や渦巻文が施された曽利Ⅳ式あたり

と考えられる土器。15は深鉢形土器の口縁部。地文が斜縄文隆帯文に竹管具による連続押引文の曽利Ⅳ式

あたりと考えられる土器。16は台付土器。隆線による区画文内に綾杉文の曽利Ⅳ式の土器。17は深鉢形土

器。日縁部無文帯、その下部楕円内に連続刺突文の曽利 Ⅱ式土器。18は隆線による楕円区画文内に連続刺

突文が描かれた曽利 Ⅱ式と考えらえる土器。19は隆線による楕円区画文、その内に平行沈線文、またその

内に押引文が施された曽利Ⅲ式に比定される土器。20は深鉢形土器の口縁部。平行沈線文と連続刺突文

の曽利 Ⅱ式土器。21は深鉢の口縁部隆線による平行文や渦巻文、その内に押引文の曽利 Ⅱ式土器。22は深

鉢形土器。渦巻文や唐草文と斜状平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。23は深鉢形土器。隆線による楕円文や唐草

文、その内部に粘土紐による蛇行文や斜線文が描かれた文様、粘土縄目などの曽利 Ⅱ式土器。24は深鉢形

土器。磨消文に沈線文が施された縄文後期土器。25は深鉢形土器の回縁部。無文帯がめぐり、その下部は

平行沈線文や楕円区画文が描かれ、その内側は押圧縄文が施された曽利Ⅳ式土器か。26は地文が斜縄文で、

それに沈線による短形文などが描かれた曽利 Ⅱ式土器か。27は地文が斜縄文に沈線による渦巻文の曽利 Ⅱ

式土器。28は 26と 同じ土器。29は地文が縄文、それに沈線文や渦巻文の縄文後期堀之内正式土器。30は沈

線による楕円文や、方形文などが描かれた縄文後期称妙寺式と考えられる土器。31は 22と 同じ様式の土器。

石器 (第 84図 。図版30下 )

32、 33は緑色岩の横刃型石器。34は緑色岩の凹石。35は緑色岩の敲石。36は緑色岩の横刃型石器。
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第 20号住 居 址 (第 85図 。図版10下 )

本址は調査区HH‐ 16‐1区に発見された住居

址である。この住居址は第18号住居址を切

って造られた遺構である。その規模は、東西

4。 45m、 南北4.54mの 楕円形のプランをなす

住居址である。この遺構はテフラ層を20～

29cm程掘 り込んで造られている。壁面には

特別な施設は見られなかった。また、壁に

添って周溝が一部認められた。床面は全体

にわたって硬く踏み固められていた。柱穴は、

Pl・ P2・ P3・ P4・ P5が検出された。そ

の内主柱穴にあたるものは、Pl・ P2・ P3

と考えられもう一つあるべき柱穴は第18号

住居址との複合個所あたりと重なるため、

破壊されてしまったのではないかと考えら

れる。炉址は、住居址やや北西に検出された。

その規模は、径約1.Om、 深さ34cmの 円形プ

ランで、炉の底には焼土が堆積 していた。

(縄文中期後葉の住居址)

土器 (第 86図 。図版31上 )

1は深鉢形土器の隆帯による渦巻文に連続

爪形文が施された、井戸尻Ⅲ式の土器。2は深

鉢形土器の口縁部。隆線による楕円区画文に

粘土紐を蛇行に施 した文様や、渦巻文の曽利

Ⅱ式の土器。3は隆線による楕円区画文や渦

巻文が施され、その空間に平行沈線文や刺突

押引文などを施した曽利Ⅱ式の土器。4は地文

が斜縄文 沈線による蛇行文が描かれた曽利

Ⅱ式の土器。5は深鉢形土器。平行隆線文や斜

行沈線文の曽利Ⅲ式の土器。6は綾杉文の曽

利Ⅲ式土器。7は香炉形土器の口唇で平行沈

線文戸の中に箆状器具による押引文の曽利Ⅱ

式の土器。8は深鉢形土器。口径25cm、 高さ27

cmで、日縁部は隆帯による波状文と渦巻文が

施され、胴部は地文が斜縄文、それに縦位に

沈線文が描かれた曽利Ⅲ式に比定される土器。

石器 (第 86図・図版31上 )

9は緑色岩の敲石。10は緑色岩の磨石。

◎
P3

第85図 第20号住居址実測図・遺物分布図
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第 21号住居址 (第 87図 。図版11上 )

本址は調査区I‐ 17区 に発見された竪穴式住居址である。本址は北側に第17号住居址、南側に第22号住居

址に切り込まれた箇所に確認された。そのため壁は、東側だけが原形を残しており、その高さは20～28cm

を測る。床面は一部分に軟弱な所も認められたが、大方は硬く踏み固められていた。柱穴は、Pl～ P5ま

での5柱穴が主柱穴と考えられる。炉址は、中央やや南側に設けられ揺鉢状で、その規模は径1.2m、 深さ

25cm程 であった。炉内には焼土が認められた。

|

‐22

〕        5        10Cm
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土器 (第88図 。図版31下 )

1は竹管具による三角文や縦

横の平行文が描かれた文様で、

三角文の内部には斜縄文が付さ

れている井戸尻Ⅲ式の土器。2

は隆線による楕円区画文や渦巻

文、その内部には沈線による平

行文などが描かれた曽利 Ⅱ式の

土器。3は隆線による円形や楕

円形文に連続刺突文が施された

深鉢形の曽利Ⅲ式に比定される

土器。4は隆線による区画文、

その内側には竹管具による押引

文や斜縄文などが施された曽利

Ⅲ式の土器。5は 深鉢形土器の

口縁部、隆線による平行文や渦

巻文の曽利Ⅲ式の土器。6は地

文が斜縄文の深鉢形土器。沈線

による蕨手文の曽利Ⅳ式土器。

7は地文が斜縄文に沈線による

縦位の平行文が施された曽利V

式と考えられる土器。8は沈線

による蛇行文や櫛状器具による

平行文の曽利 V式の土器。9は

綾杉文の曽利Ⅲ式の土器。10は

器形が不明の土師器と考えられ

る土器、平安時代。11は土師器

の底部土器、平安時代。

石器 (第 88図・図版31下 )

12、 13は緑色岩の打製石斧。

14は緑色岩の磨製石斧。15は、

緑色岩の敲石。16は緑色岩の敲

石。17、 18は硬砂岩の敲石。19は

緑色岩の凹石。

Ｏ
Ｐ２

◎
Ｐ３

◎
Ｐ‐θ

P5

ガ

′
|ザ

第87図 第21号住居址実測図・遺物分布図
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第 22号住 居 址

(第 89図 。図版11下 )

本址は調査区I-17区 に発見され

た竪穴式住居址である。規模は、

東西5。 35m、 南北5。2mの方形の遺

構である。本址の北側は第21号住

居址に接 している。その外壁は大

方確認することができ、南側にP

7・ P8が張り出した形で,出土した。

また、西側でP90P10が 、Jヒ側

でP12が壁に認められた。これら

などは、建物の母屋柱的性格を持

つものではないかと思われる。本

址の主柱穴は、Pl・ P2・ P3・

P4が それにあたると考えられる。

床面は、北側に一部分軟弱な個所

があったが、大方は硬く踏み固め

られていた。炉址は住居址のほぼ

中程に設けられている。大きさは、

径が1.Om、 深さは30cm程 で、炉内

には自然石が数個散在していた。

(縄文中期後葉の住居址)

土器 (第 90図 。図版32上 )

1は 隆線による懸垂文、その両

脇に張り出し文が付されている点

から、井戸尻Ⅲ式と思われる土器。

2は 隆線による唐草文と平行沈線

文の曽利 Ⅱ式の土器。3は 隆線に

よる懸垂文と箆状器具による斜縄

文の曽利 Ⅱ式土器。4は斜縄文と

平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。5は 4

と同類の土器。6は平行沈線文や

渦巻文の縄文後期土器。

石器 (第 90図 。図版32上 )

7は緑色岩の打製石斧。8は緑色

岩の磨製石斧。9は緑色岩の横刃

型石器。10は緑色岩の敲石:11は

花岡岩の敲石。

0      1      2m

第89図 第22号住居址実測図・遺物分布図
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第 23号住 居 址

(第91図 。図版12上 )

本坦Lは調査区HH‐16-1区

に発見された竪穴式住居址

である。遺構の規模は東西

5.8m、 南北4.5mの 方形状

の竪穴式住居址である。本

址の北壁は第20号住居址と

接 している。また、南壁は

第25号住居址と隣り合って

いる。壁にはP9～ P18の

ピットが設けられているが、

これが建築上何を現わして

いるかは明らかではない。

床面は大方は硬く踏み固め

られていた。柱穴はPl～

P4を主柱穴と捉えているが、

尚研究の余地がある。炉址

は住居址の中央やや東寄り

に設けられていた石配置炉

である。(縄文中期後葉の住

居址)

P12

P13

‐ .゛

第91図 第23号住居址実測図・遺物分布図
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土器 (第 92,93図・図版32下 ,33上 )

1は隆線による楕円文、竹管具による斜縄文の上に粘土紐を付 した唐草文 正式の土器。2は深鉢形土器

の回縁部で1と 同型式の土器。3は深鉢形土器の口縁部で、粘土紐を張り付けた曽利 Ⅱ式の土器。4は深鉢

形土器で地文が竹管具による平行沈線文に粘土紐を懸垂状に施しその中間に十字状文を付 した唐草文 正式

の土器。5は深鉢形土器の口縁部で中心にU字文状を描き、外は平行文状に施された唐草文Ⅱ式の土器。

6は竹管具による平行文、隆線による二条の懸垂文に粘土で段状に張り付けた唐草文 正式の土器。7は深

鉢形土器の頸部で粘土紐を蛇行させたり、逆 U字状に描いたりした文様が施され、胴部は横位の兼状竹管

文の唐草文 正式の土器。8は深鉢形土器の回縁部、隆線による楕円文に連続爪形文などを施 し、粘土紐に

よる縄状の文様の上に更に粘土紐による蛇行文などを付した唐草文様Ⅱ式に併行すると考えられる土器。

9、 10は 8と 同様の土器。11は隆線による楕円区画文や渦巻文、平行線文などが施された曽利 Ⅱ式の土器。

12は 隆線による楕円状文、その内側に竹管具による平行文が施された唐草文 I式に見られる土器。13は

隆線による楕円文や三角文が描かれ、その内側に斜縄文などが描かれた曽利Ⅱ式と考えられる土器。14は

地文が斜縄文、その上に沈線による区画文が描かれた曽利V式の土器。15は深鉢形土器の胴部。無文地に

隆線による円形文が描かれた曽利 Ⅱ式に比定されると考えられる土器。¶6は深鉢形土器の底部。文様は地

文が斜縄文に沈線の区画文が描かれた曽利Ⅲ式の土器。17は地文が斜縄文に、平行沈線文による区画文の

曽利Ⅲ式の土器。18は斜縄文の曽利Ⅲ式の土器。19は沈線による波状文、その上に隆線による蛇行文が施

された曽利Ⅳ式に比定される土器。20は粗雑に綾杉文が施された曽利Ⅳ式土器。21は キャリパー形の深

鉢形土器の口縁部。口唇に沈線による平行線文やその先に蕨手文が描かれ、頸部には沈線による区画文や

櫛状器具による平行線文などが施された曽利Ⅳ式の土器。22は隆線による円形文や山形文が施され、そ

れに添って刺突の連続文や楕円の沈線文が施 された縄文後期堀之内正式と考えられる土器。23は隆線に

刻目が施された堀之内 正式の土器。24は地文が斜縄文、それに沈線が縦横に引かれた縄文後期堀之内 I

式の土器。25、 26は 24と 同類の土器。27は無文の土師器、平安時代の土器。28は径 15。 4cm、 高さ5cmの 内

黒の土師器碗、平安時代の土器。

石器 (第93図 。図版33上 )

29は緑色岩の打製石斧。30は緑色岩の打製石斧。31は緑色岩の打製石斧。32は緑色岩の打製石斧。33は

緑色岩の打製石斧。34は緑色岩の打製石斧。35は硬砂岩の敲石。36は硬砂岩の石匙。37は緑色岩の凹石。

38は緑色岩の横刃型石器。39は緑色岩の岩偶で頭部を欠いている。40は黒曜石の石鏃。
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第 24号住 居 址

(第 94,95図 。図版12下 )

本址は調査区I-16区 に発見

された竪穴式平安時代の住居

亀Lである。本址の規模は東西

5。 6m、 南北6.Omの 隅丸方形

である。壁はテフラ層に70～

90cm掘 り込んで造られ、南北

と束の壁はわずかに傾斜 し、

西壁はほとんど直壁をなして

いた。この壁には、Pl・ P2・

P3・ P4・ P17・ P18な どの住

居にかかわるピットが言忍めら

れた。床面は大方固く踏み固

められていた。また、本址の

主柱穴は Pl・ P2・ P3・ P4

の4柱穴が主柱穴と考えられる。

柱間は Pl― P2は 3.Om、 P3

-P4は 2.5m、 桁行である梁間

はP2-P3は 2.4m、 P4-Pl

は3.Omを 測る。そのほか南側

には凹凸部分が認められた。

本址の竃は北壁ほぼ中程に設

けられていた。その規模は、

径1.6m程の石芯粘土竃である。

土器

(第 96,97図 。図版33下 )

1は 深鉢形土器。頸部に粘

土紐による蛇行文、胴部には

竹管具による縦位の平行文と、隆線による縦位懸垂文に連続爪形文の曽利 正式の土器。2は深鉢形土器。

頸部には1と 同じような粘土紐による抽像文、隆線による懸垂文が張られ、その先に蕨手文や横位に十文

字文が施され、これに竹管具による押引文が描かれている。また、懸垂文と懸垂文の中間には沈線による

平行文が描かれた曽利 Ⅱ式に見られる土器。3は深鉢形土器の口縁部。箆状器具により粘土紐を逆 U字状

に描き、その間に渦巻文と平行沈線文が施された曽利 Ⅱ式に比定される土器。4は深鉢形土器の口縁部。

日唇に連続刺突文、頸部には隆線による楕円区画文、その内側に連続刺突文の渦巻文、胴部には箆状器具

の先で描いた文様の曽利Ⅳ式の土器。5は深鉢形土器の胴部。沈線による平行楕円文と斜状の平行沈線文

の曽利Ш式の土器。6は地文が斜縄文に沈線による渦巻文の縄文後期と併行する土器。7は地文が斜縄文

口縁部に平行沈線文が描かれた縄文後期の土器。8は鉢形土器の回縁部で加曽利Ⅲ式土器。9は地文が斜

縄文、横位に平行沈線文、その内側は磨消文の縄文後期土器。10は平行沈線文と磨消文の堀之内Ⅱ式と

考えられる土器。11は深鉢形土器の口縁部に近い箇所の土器。地文が斜縄文、横位の隆線に刻目文と8の

0      1      2m

第94図 第24号住居址実測図
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字文様が付された堀之内Ⅱ式

の土器。12は横位に平行沈線

文が施された加曽利 B式と考

えられる土器。13は沈線の渦

巻文が描かれた加曽利 B式土

器。14は壷形土器、無文の土

師器。15は甕形土器で胴部に

は、 かき目文が見られる三L師

器の土器。16は無文の鉢形土

器、平安時代の土師器と考え

られる土器。17は甕形土器の

胴部、斜状のかき目土器。18

は口縁部無文帯、胴部はかき

目の土師器。19は深鉢形土器。

口縁部は無文、胴部は横位の

平行沈線文の土師器。20は

深鉢形土器の胴部。文様はか

き日の土師器。21は小形の

甕形土器、口縁部は無文、胴

部は横位の平行沈線文の土師

器。22は ロクロ痕の見られる

土師器。23は土師器の糸切

底の内黒土器。24は付高台の

内黒の土師器。25、 26、 27、

28は 内黒の土師器。29は 土

師器の碗。30は須恵器の碗。

31は 土師器の碗。32は灰釉

の壷形陶器。33は灰釉の陶器。

以上14～ 33ま では平安時代の

遺物。

0      1      2m

第95図 第24号住居址遺物分布図

石器 (第 97図 。図版33下 )

34は大型の緑色岩の敲石。35は緑色岩の磨製石斧。36は緑色岩の凹石。37は黒曜石の横刃型石器。
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第 25号住 居 址

(第 98図 。図版13上 )

本址はI‐ 161調査区に発見された竪

穴式の縄文中期後葉住居址である。

規模は、東西5。 9m、 南北6.4mの楕円

形の遺構である。しかし、本遺構は土

地改良時に壁の大方を切り取られて

しまっているため、プランは推定である。

床面は大方は固く踏み固められていた。

また、ピットは多く認められたが、その

内、柱穴と考えられるものは、Pl・ P

4・ P5。 P6・ P7・ P8・ Pllで 、 これ

らは本住居址の主柱穴だと思われる。

炉亀Lは 中央やや東寄りに設けられて

いる。その規模は、1。2m× 1.6mの 円

形の石囲炉だと考えられる。その炉

内には、大小18個の自然石が散在し

ていた。また、炉内には焼土が多く認
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められた

土器 。石器
(第 99図 。図版34上 )

1は縄文中期中葉の井戸尻Ⅲ式土器。

2は 深鉢形土器口縁部で、地文が斜

縄文、それに結節縄文が施された加

曽利 EⅡ 式の土器。3は隆線による楕

円文、それに連続刺突文などが施さ

れた曽利Ⅲ式の土器。4は隆線による

楕円文や連続刺突文と斜縄文の曽利

Ⅲ式と思われる土器。5は深鉢形土

器の回縁部で沈線による区画文内に

綾杉文が描かれた曽利Ⅲ式の土器。

6は地文が斜縄文、沈線による楕円

文や結節縄文の加曽利 EⅡ 式の土器。

7は 隆線による渦巻文が施 された深

鉢形土器の口縁部と胴部でこれに斜

縄文に結節文が施された加曽利 EⅢ

式の土器。8は 深鉢形土器の口縁部。

連続刺突文が施された曽利Ⅲ式の土

器。9は深鉢形土器の口縁部。口唇

には沈線文や連続刺突文、胴部には

0     1     2m

第98図  第25号住居址実測図 0遺物分布図
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磨消文や沈線文が描かれた縄文後期称名寺式と考えられる土器。10は地文が斜縄文に沈線による平行文が

施された堀之内正式と考えられる土器。11は隆線による楕円文や刺突文の堀之内Ⅱ式の土器。12は地文が

斜縄文や沈線文、磨消文が施 された縄文後期の土器。13は鉢形土器口縁部。沈線文で渦巻状文が描かれた

縄文後期の土器。14は無文の鉢形土器で修理穴が施されている縄文後期の土器。15は無文地に隆線文を施

し、それに刻目文が連続で施されている縄文後期の土器。16は無文の土師器の鉢形土器、平安時代。17は緑

色岩の凹石。
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第26号住居址 (第 100,101図 。図版13下 )

m

第100図  第26号住居址実測図

本址は調査区HH-16区画に発見された縄文中期後葉の住居址である。規模は、東西 6.4mゞ 南北6ご2mの楕

円形の遺構である。本址は、北側で第27号住居址の南側を切っている。また、壁には大小のビットが設け

られているが、これらが住居址に対しどのような関係があるかは明らかではない。本址の床面は大方固く

踏み固められていた。住居址内には、P4・ P6・ P12・ P13な どの土壊、貯蔵穴的なものが認められた。

本址の炉址は、住居址の中央やや東寄りに検出された。また、西壁外にP10の竪穴址も発見された。

土器 (第 102,103図 。図版34下 ,35上 )

1は 口径が40cm、 胴部が45cm、 高さ70cm余 りの深鉢形土器。口縁部が無文帯で、頸部には粘土紐による

一-113-一



0      1      2m

第101図  第26号住居址遺物分布図

蛇行文、胴部に隆線による唐草文と竹管具による平行沈線文と珍しい綾杉文が施された大形の深鉢形土器

で曽利 Ⅱ式に比定されるもの。2は深鉢形土器で、どの箇所のものであるかはわからないが、縄文前期で

はないかと思われる文様が施された土器。3は深鉢形土器の底部、井戸尻Ⅲ式の土器。4は隆線による渦巻

文の井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。5は平行沈線文の井戸尻Ⅱ式の土器。6は深鉢形土器の口縁部。粘土紐

をU字状に付 した曽利 Ⅱ式の土器。7は深鉢形土器の回縁部。口唇には沈線の横帯文、一方には粘土紐に

よる蛇行文、土器の外面には斜線平行文の曽利 Ⅱ式に比定される土器。8は深鉢形土器の口縁部で、隆線

上には連続刻目文が、その左右には下地に平行沈線文を描き、その上に粘土紐を平行および斜めに張り付

けた文様の曽利 I～ Ⅱ式だと思われる土器。9は深鉢形土器の回縁部で、口唇は無文帯、その下部は連続

竹管文、更に下部は平行隆線文や粘土紐による蛇行文が施され、頸部以下は平行斜線文や渦巻文の曽利Ⅱ

式の土器。10は深鉢形土器の口縁部。口唇に隆線による横帯文、その上に竹管具による斜縄文が描かれ、
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更にその Lに斜状に平行線を施し、その内側に連続刺突文などが|、「されたIII利 ‖式と考えられる ll器 .11は

深鉢形 11器 。隆線による渦巻文や竹管具による斜縄文が施された曽利Ⅲ式の ll器 ,.12は 深鉢形 11器 の日

縁部|,隆線による渦巻文や精i11組 の蛇行文、お1状 平行沈線文などの中1利 ‖式の ll器 .13は深鉢形 ll器

隆線による i条の懸重文が施され、地文に沈線による斜状平行沈線文が描かれた中1利 Ⅲ式の ll器 ..14は櫛

状器Itに よる平行沈線文の深鉢形 ll器 で曽利‖式と考えられる ll器 で15は 深鉢形 11器 の日縁部`||キ,部

を欠いているが、これは無文帯と考えられる 頸部には14行沈線文を引き、その内側に連続束1突 文や粘 ll

紐による蛇行文が施され、月[1部 には i条隆線による懸 lTr文や渦巻文が施された中1利 Π式の ll器 (16は深

鉢形 ll器 .日縁部は無文帯、頸部には沈線や隆線の横イ|夕 文が施され、その中間には竹管具による平行が1線

文が施されているぃまた、その ドには粘 L糸|[に よる蛇行文が横位に、lllll部 は降線による懸重文が四分区に

11さ れ、その内側には沈線による蛇行丈や綾杉文が施された中1利 J式の L器 .17は深鉢形 11器 の頸部と考

えられる 11器 .隆帯の横線文や、懸 lTL文 と地文が沈線による平行文で施された中1利 ]式 と考えられる ll器

18は隆帯に渦巻文が施された中1利 Ш式の 11器  19は隆線による懸重文が方形状に描かれ、その内側に斜状

平行沈線文が施されたIIヤ 利Ⅲ式の L器 ‐20は深鉢形 ll器 のlllnl部 と考えられる ll器 .沈線による縦位区画

文や逆 U字 丈が描かれ、その内側に斜縄丈、結節文が施された加1中1利 EⅡ 式の ll器  21は深鉢形 L器

日縁部は降線による格円文、その内に斜縄文が施され、頸部以 ドは沈線による｀
F行 文と大‖の斜縄文が施

された曽利Ⅲ式 ll器 .22は地文が斜縄文、それに F`行沈線文の加曽利 EΠ 式の ll器 `.23は店ら
'文

のⅢ式

の 11器 t,24は深鉢形 11器 の日縁部とll101部 :日縁部は無文帯、lllll部 には降線の懸重文と綾杉文の曽利Ⅳ式

の 11器 ‐25は 24と 同じ 11器 .26は深鉢形 11器 の日縁部.地 文が斜縄文に格円文や平行沈線文の曽利Ⅲ式

の ll器 、、27は地文が斜縄文に平行沈線文が描かれた加中1利 EШ 式の ll器  28は深鉢形 L器の日縁部,無

文帯の沈線文の曽利Ⅳ式の 11器 ,29は櫛状器lξ による文様の縄文後博iと 考えられる ll器 ‐,30は 29と 同種

類の 11器 .,31は 表採の堀之内 I式の ll器 32は 灰bll陶 器の壷、 F`安時代

石器 (第 103図 ・
|メ1版 3511)

33は緑色ギ|の打製イi斧 .34は緑色ギ|の 横メリ型イi器 35は緑色ギIの 高々イi.36は緑色キ
:Iの

高々イi..

第26号住居址 深鉢形土器出土状況
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第 27号住 居 址

(第 104図 。図版13下 )

本址は調査区HH― 16区に発見され

た竪穴式住居址である。本遺構の

北側が第19号住居址を切る格好で

存在している。また、南側も第26

号住居址を埋土する形となってい

る。本址の規模は東西3.7m、 南北

4.Omで、楕円形の遺構である。

床面は、今までに行われた土地改

良工事時に埋めたり、削ったりし

た関係により壊 され、はっきりとし

た形で確認することができなかった。

本址の主柱穴は、Pl～ P4だ と考

えられる。柱間はPl・ P2間 は2.2m、

P2・ P3間 は1.6m、 P3・ P4間は1.4m、

P4。 Pl間は3.8mを 測る。炉は、

中央やや東寄りに設けられている。

その大きさは東西90cm、 南北80cm

の楕円形をなしていた。炉内には、

石囲用の自然石が1個残っていた。

また、Plと P4の 間に埋甕が発見

された。(縄文中期後葉の住居址)

土器 (第 105,106図 。図版35下 )

1は深鉢形波状口縁土器で、口

縁部には隆線による楕円文が配さ

れ、その内部に刺突文が描かれて

いる。また、胴部には縦位の隆線

による懸垂文や沈線による蛇行文

と綾杉文の曽利Ⅲ式の土器。2は

深鉢形土器。文様は縦位の隆線の

区画に沈線による蛇行文と綾杉文

の曽利 V式の土器。3は唐草文様

と綾杉文の曽利 Ⅱ式の土器。4は

深鉢形土器の回縁部。隆線による

渦巻文と連続押引文の曽利Ⅲ式の

土器。5は深鉢形土器。地文が竹

管具による平行文、その上に粘土

紐による縦位に蛇行文の曽利Ⅱ式

Pl
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o      1      2m

第104図  第27号住居址実測図・遺物分布図
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第106図  第27号住居址遺物実測図

の土器。6は深鉢形土器の胴部で、地文が竹管具による平行文、その上に粘土紐による縦位に蛇行文の曽

利 Ⅱ式の土器。7は深鉢形土器の胴部で、地文が斜縄文に沈線による蛇行文や連続刺突文の加曽利 EⅡ 式

の土器。8は深鉢形土器。地文が斜縄文と縦位の平行沈線文の加曽利 EⅡ 式の土器。9は深鉢形土器。斜

縄文と磨消文の加曽利 EⅡ 式の土器。10は深鉢形土器。沈線による蛇行文や綾杉文の曽利Ⅲ式の土器。

11は沈線による楕円文と斜縄文、磨消文の曽利V式 と考えられる土器。12は小形の縄文後期堀之内Ⅱ式

の土器。13は 櫛状器具によるかき目土器土師器、平安時代。14は灰釉皿と考えられる陶器、平安時代。

15は壺形陶器の一部で、自然釉、叩き目が見られる中世陶器。16は 1の深鉢形土器内より出土 した把手で

獣面に思われる珍しいもので、曽利Ⅳ式の土器。17は灰釉陶器の碗、平安時代。

石器 (第 103図 。図版35下 )

18は U字型の石器。19は緑色岩の打製石斧。20は緑色岩の打製石斧。21は緑色岩の打製石斧。22は緑

色岩の凹石。

埋ガメー1-4

表採…7… 1

―-120-―



第 28号住 居 址

(第 107図 。図版14上 )

本址は調査区H-16-1区 に発見

された竪穴式住居址である。住

居址の規模は、東西5。3m、 南北

5。2mの隅丸方形の遺構である。

本址の壁は、過去の土地改良工

事によって切り取られ、高さに

して10～ 15cm程 しか残されてい

なかった。壁にはPl・ P2・ P

6・ P8・ P9・ P10の ビットが

認められ、また外壁に添っては

一部に周溝が認められた。本址

の主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4

であると考えられる。炉址は、

中央やや東寄りに認められた。

その規模は、径が1.3m程の方形

で深さは40cmで あった。炉内には、

炉石が1個認められた。また、

炉の底には焼土が堆積 していた。

土器

(第 108,109図 。図版36上下)

1は 本址出土の埋甕である。

大きさは、口径40cmで、口縁部

が無文帯、頸部に有孔の渦巻把手、

また流線による平行文が縦位に

施されている。更に、その内に

は竹管具による平行線文が描か

れた唐草文 I式の土器。2も 本

址から出土 した埋甕である。文

様は、口縁部は無文、頸部には

粘土紐による蛇行文、胴部には

唐草文状の特別な文様が施され

た土器で、曽利Ⅳ～V式頃と考

えられる土器。3は深鉢形土器で、

粘土紐を張り付けた曽利 正式の

土器。4は深鉢形土器の口縁部で、

渦巻状の文様が施された曽利 I

式の土器。5は深鉢形土器の口

縁部。文様は、半裁竹管文によ 第107図  第28号住居址実測図・遺物分布図
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る斜行文の曽利Ⅱ式の土器。6は深鉢形上器の頸部と考えられる土器。粘土組を縦、横位に施し、1同部に

は隆線の懸垂文と竹管具による斜線文の曽利Ⅱ式の上器。7は深鉢形土器の日縁部。隆線による平行文や

渦巻文、粘土紐による蛇行文などの曽利Ⅱ式の土器。8は深鉢形土器の把手部分で、渦巻文や平行沈線文

の曽利Ⅱ式の土器。9は深鉢形上器の回縁部把手。渦巻文や蕨手文の曽利Ⅱ式の上器。10は深鉢形土器の

回縁部。渦巻文の曽利Ⅱ式の土器。11は深鉢形土器。渦巻文や平行沈線文、粘f_紐による蛇行文などの曽

利Ⅱ式の土器。12は深鉢形土器。沈線文の唐草文様曽利V式のと考えられる土器。13は深鉢形土器で、隆

線による蕨手文、沈線による平行文や蛇行文などの曽利Ⅱ式に比定される上器。14は深鉢形土器の回縁部。

隆線による情円文、その内は刺突文や蛇行文、頸部渦巻文や平行沈線文の曽利Ⅱ式の土器。15は深鉢形土

器で、隆線による唐草文と連続刺突文が描かれ、また竹管具による平行沈線文が施された曽利Ⅲ式の上器。

16は隆帯と半載竹管の平行文が施された曽利 I式上器。17は深鉢形土器。隆線による懸垂文と平行沈線文

の曽利Ⅱ式の土器。18は深鉢形土器。文様は隆線文と綾杉文の曽利ⅢB式の土器。19は深鉢形土器。地文

が櫛状器具による平行沈線文や渦巻文の曽利ⅢB式の上器。20は深鉢形土器。地文が斜縄文、沈線による

渦巻文の曽利ⅢA式の土器。21は深鉢形土器。地文が斜縄文、それに沈線による楕円文の加曽利 EⅡ 式の

上器。22は斜縄文11器。沈線による楕円文などが描かれた縄文後期土器。(縄文中期後葉の住居址)

石器 (第 109図 。図版36ド )

23は緑色岩の打製石斧。24は緑色岩の敲石。25は硬砂岩の敲石。26はチャー トの石匙。27は緑色岩の

打製石斧。28は緑色岩の磨石。29は緑色岩の磨石。

第28号埋甕

第28号埋甕
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第108図  第28号住居址遺物実測図
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表採‐4¨7

1  '

ド(事#|
1    20

1‐3
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２９

0        5        10cm

第109図  第28号住居址遺物実測図
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第 29号住 居 址

(第 110図 。図版14下 )

本址は調査区H-16-1に 発見

された住居址である。住居址

の規模 は、東西 5。 4m、 南北

5。4mの隅丸方形の遺構である。

本址は、過去の土地改良時に

遺構を削り取ってしまうほど

の工事がされたため、壁の存

在は確認できなかった。また、

床面においては大方を削り取

られ、一部を確認する程度に

とどまった。柱穴は、Pl・

P2・ P3・ P4が本址の主柱

穴と考えられる。柱穴間隔桁

行 Pl・ P2間 は3.3m、 P3・

P4間 は3.6m、 梁行 P2・ P3

間は3.Om、 P4・ Pl間 は2.9m

を測る。炉址は、中央やや北

寄りに設けられていた。炉の

規模は、径が70cmで 、炉内に

は15～ 20cm大 の自然石が4個

散在し、焼土が厚く認められ

た。(縄文中期後葉の住居址)

土器 (第 111図 。図版37上 )

1は 本址から出土 した伏甕。

口径が48cm、 高さは現況で60

cmを測る。地文は斜縄文、口

縁部は無文、頸部4箇所に並

列の有孔鍔が配されている。

また、把手と把手の間には隆

線による帯状文が刻まれてい

る。胴部には、平行の隆線文

がエプロン状に付けられてい

る。また、把手の下方には四

条の平行隆線が、Uの字状に

配されるというあまり類例を

見ない文様が施されている。

時期は曽利 正式に比定される。

（（〔̈一̈））「＝　ヽヽヽ、、．
、、、、 C``2)
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第110図 第29号住居址実測図・ 遺物分布図

―-125-―



＝

４

‐̈輻̈̈̈
¨̈‐３．２

5

-       9

1‐ 1

0        5        10cm

―-126-―



2は 日縁部が欠けた深鉢形 ll器 、胴部は、降線による :条懸重文と綾杉文が施された曽利皿式 L器  3は

日径が47cm、 現況の高さは46cmを測る.底部は欠損しており、11縁部は無文帯、頚部に大形のイ∫イL把
「

が

4個付されている.)Hlul部 の文様は、把手のPЧ 条の降線がエプロン状に付され、その内面iに は竹竹具による

｀
F行 文が施されている伏贅 ll器 ぃ時期は、中1利 I式 と考えられる ll器 ,,4は深鉢形 11器 .隆線と竹管具に

よる平4i沈線文の中1利 Π式の 11器 .5は深鉢形 ll器 、降線による｀
「 行沈線文と、渦巻文や竹■;具 による｀

「

行文の曽利Ⅱ式の 11器 .6は地文が斜縄文、沈線による楕円文の縄文後期の ilttt

石器 (第 111図 。図版3711)

7は硬砂岩による打製イi斧.8は緑色オ|の打製イi斧

第29号住居址埋甕の石蓋

第29号住居址の伏甕
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0      1      2m

第 112図  第30号住居址実測図

第 30号住 居 址 (第 112,113・ 図版15上 )

本址は調査区H-20区 に発見された竪穴式の平安時代の住居址である。本址の規模は、東西4。 2m、 南北

4.Omの 隅丸方形の住居址である。本住居址はテフラ層に20～ 30cmほ ど掘り込んで造られた遺構である。

壁には、P5。 P6・ P7・ P8の ピットが認められた。床面は全体的によく踏み固められていた。また、P

l・ P2・ P3・ P4が本住居址の主柱穴であると思われる。これらの柱間は、桁行 Pl― P4間では2.5m、

P2-P3間では2.6m、 梁行はPl― P2間 では2.4m、 P3-P4間では2.4mを測る。本址の竃は、西側に設

けられており、石芯の粘土造りである。また、壁外には、P9～ P22の母屋柱穴と考えられるピットが設

けられていた。

ノ
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／

／

繁

⑤
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／

◎
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第113図 第30号住居址遺物分布図

土器 (第 114図 。図版37中 )

1は鉢形の土器。口縁部にはロクロロがあり、胴部には指の痕が見られる無文の土師器。2は 1と 同様の

土師器。3は土師器で、胴部から底部にかけかき日の文様のある土器。4は壺形の土師器。横位に平行線

文のある土器。5は土師器の底部で木の葉文が認められる土器。6,7は内黒の土師器の碗。底部には、糸

切り痕のある土器。8は須恵器の碗。9は鉢形の土師器。頸部から胴部にかけてかき目痕のある土器。10は

鉢形の土師器。胴部以下にかき目痕のある土器。以上1～ 10は平安時代の遺物である。
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第114図 第30号住居址遺物実測図
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第31号住居tlL(第 115図 。図版15下 )

本址は調査区JJ‐ 18‐ 1区 に検出された

竪穴式住居址である。本址の一部は土

地改良区域外に当たっていたので、住

居址を完掘することはできなかった。

また、本力Lは黒色土層が多く下部30cm

程よリテフラ層に切り込んで造られて

いた。発掘ができた範囲の規模は、東

西3.9m、 南北4.3m、 深さは1.3mで あ

った。本亀Lの壁は西側だけ認められ、

深さは6cm内外であった。床面は大方

よく踏み固められていた。柱穴はPl・

P2・ P3の 3箇所は確認できたが他は

調査できなかった。柱の大きさはPl

では外径55cm、 内径20cm、 深さは62cm、

P2では外径50cm、 内径20cm、 深さは

71cm、 P3では外径55cm、 内径25cm、

深さは54cmを測る。炉址は中央やや西

寄りに確認された。東側の炉石が欠け

ていたが、自然石による石囲炉であっ

た。その他ピットが2個 と自然石が2個

確認できた。(縄文中期後葉の住居址)

土器 。石器 (第 116図 。図版37下 )

1は深鉢形土器の口縁部。粘土紐を

平行に張り付けた曽利Ⅱ式の土器。2は

地文に竹管具による平行線文やUの字

文を施 し、その内側に半裁竹管文によ

る押引文の曽利 Ⅱ式の土器。3は深鉢

形土器の口縁部と胴部で斜縄文の曽利

Ⅱ式の土器。4は唐草文と平行沈線文

の曽利 Ⅱ式の土器。5は平行の隆線文

の間に竹管具による押引文の曽利 Ⅱ式

の土器。6は 深鉢形土器の底部。隆線

の平行懸垂文、その間には竹管具によ

る平行沈線文の曽利 Ⅱ式の土器。7は

鉢形土器口縁部の内面。平行線文が描

かれ、その内側に円形文を連続的に施

1
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第115図  第31号住居址実測図・遺物分布図

した縄文後期掘之内式の土器。8は深鉢形土器の回縁部から胴部。楕円形や逆U字文が描かれた縄文後期

の称名寺式に見られる土器。9は深鉢形土器の口縁部。沈線の円形文、その脇に連続刺突文、更にその外
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側に円形の文様を施 した縄文後期の土器。10は胴部以下底部を欠いたもので、口縁部の径は15cmを測る。

口縁部には隆線による楕円や蕨手文、その間には竹管具による平行沈線文が施されている。胴部には斜状

縄文が施されている。曽利 Ⅱ式にはいる土器。11は鉢形土器の口縁部の内面。12は地文が斜縄文で、沈線

による区画文と磨消文の縄文後期の土器。13は小形の深鉢形土器。口径12cm、 高さ20cmで口縁部無文帯、

胴部は半裁竹管文、曽利Ⅲ式の土器。14は緑色岩の打製石斧。15は緑色岩の磨製石斧。¶6は安山岩の凹石。

表採‐411.,3

3‐10

l

内‐1¨ 1

ノヽ‐2,3,6,7,8,9,10,11,13
14,15,16

ョa事采_1,2,3,4,5,7,8,9,10

0        5        10cm

第116図  第31号住居址遺物実測図
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表 面 採取 土器 (第 117,118,119図 。図版38上下)

1は平行隆線に半裁竹管による連続爪形文が施された、井戸尻Ⅲ式土器。2は キャリパー形の深鉢形土

器の口縁部で、粘土紐を平行に張り付けた文様とその間に、同じ粘土組の蛇行文の曽利 正式土器。3は深

鉢形土器の回縁部。隆線による渦巻文の内側に連続刺突文の曽利 Ⅱ式と思われる土器。4は深鉢形土器の

口縁部。平行隆線文や楕円区画文、その内側に沈線の楕円文や連続束J突文が施された曽利 Ⅱ式と考えられ

る土器。5は深鉢形土器の口縁部。隆線による渦巻文や綾杉文の曽利 Ⅱ式土器。6は深鉢形土器の回縁部

把手、隆線による楕円文の端が鍵状になり、その下方に沈線文による山形文が描かれた曽利 正式に併行す

る土器。7は深鉢形土器の胴部。地文が斜縄文、その脇を沈線文や磨消文が施された加曽利 EⅡ 式土器。

8は隆線による楕円区画文と沈線の併行線文、斜縄文に沈線蛇行文の加曽利 EⅡ 式土器。9は深鉢形土器

の胴部で綾杉文の曽利Ⅲ式土器。10は深鉢形土器の頸部。隆線文や竹管具による平行沈線文と、沈線の蛇

行文の曽利Ⅲ式と考えられる土器。11は深鉢形土器の胴部から底部で、等間隔に三本の平行隆線が施され、

更にその間に沈線による綾杉文の曽利Ⅲ式土器。12は縦の隆線文、その間に沈線の綾杉文の文様の曽利Ⅳ

式土器。13は地文が斜縄文で、それを磨消した称名寺式と考えられる土器。14は地文が斜縄文、それに平

行沈線文や磨消文の堀之内式に比定される土器。15は深鉢形土器の口縁部で、隆帯半円形渦巻文の曽利Ⅳ

式土器。16は深鉢形土器の口縁部で、無文に平行沈線の堀之内Ⅱ式と考えられる土器。17は地文が斜縄文、

それを曲線的磨消文を施した堀之内 I式土器。18は粗製土器といわれる土器の回縁部で、磨消文と沈線文

の堀之内 I式の土器。19は鉢形土器の口縁部で、平行沈線文や楕円文、それを連ねる8の字文が施された

堀之内 I式 と考えられる土器。20は地文が斜縄文、それを沈線による楕円文と磨消文の堀之内 I式 と考

えられる土器。21は鉢形土器の口縁部、無文地に沈線による区画文が施された堀之内Ⅱ式。22は鉢形土器、

地文が斜縄文に沈線による平行線文と渦巻文の堀之内Ⅱ式と考えられる土器。23は鉢形土器の口縁部。

外面は無文帯、内側には沈線文による渦巻文の堀之内Ⅱ式土器。24は鉢形土器。外面は磨消文、内面に

は隆線による平行文、その内側に連続刺突文や蛇行線文などの堀之内Ⅱ式土器。25は深鉢形土器の口縁部。

地文が斜縄文と磨消文の堀之内 I式土器。26は鉢形土器。隆帯文と無文の堀之内 正式土器。27は地文が

斜縄文でその内側に、沈線によるU字文を施した堀之内 正式と考えられる土器。28は鉢形土器で地文の

斜縄文に蕨手文の堀之内 正式土器。29は鉢形土器。地文が斜縄文に沈線による楕円文と、磨消文の堀之

内 I式土器。30は長さ2.8cm、 径 1。 lcmの土垂。後期と考えられる。31は鉢形土器。口縁部がくの字形で外

部に等間隔に平行沈線文が施され、頸部に波状文が描かれた弥生式の後葉中島式。32は壺形で外部叩き

目自然釉が見られる8世紀末の土器。33は鉢形の胴部格子目文の叩き日、内側は無文の9世紀代と考えら

れる土器。34は 内黒の付高台の皿、国分期。35は 内黒の底部は欠けている国分期の碗。36は小形壼。頸

部下ロクロロのある国分後期。37は 中形甕の回縁部無文、国分後期。38は灰釉陶器碗。付高台、外面は

無釉、内面は全体的に施釉、平安時代Ⅱ期。39は灰釉陶器の皿。内側は薄い釉が施釉されている付高台、

平安時代。40は灰釉陶器で器種は碗と考えられる。釉はわずかにかかっている程度で、時代は平安時代

と考えられる。41は染付磁器の碗。江戸時代末期と考えられる。42は灰釉陶器、平安時代。43は染付磁

器で人エコバル トの形押しである。時期は明治期にあたる。その他、天目茶碗、青磁 (龍泉窯)な どが採取

されている。

表 面 採取 石器・鉄器 (第118,119図 。図版38上下)

44、 46は緑色岩の打製石斧。45は硬砂岩の打製石斧。47は緑色岩の石垂。48は硬砂岩の石垂。49は硬砂

岩の石垂。50は黒曜石、長さ6cmの御子柴形石器。51は破損した鉄鏃。52は鉄釘。53は安山岩の蜂巣石。
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泉―A分布調査遺物 土器 (第 120図・図版39上 )

1は深鉢形土器の口縁部。隆帯による唐草文状の曽利Ⅲ式の土器。2は深鉢形土器の口縁部で、隆線に

よる渦巻文の曽利Ⅲ式の土器。3は深鉢形土器の回縁部。口唇内に沈線による連続唐草文が描かれている。

表面には、隆線による唐草文と平行沈線文が施されている、唐草文Ⅱ式土器。4は隆線による楕円文と連

続刺突文の唐草文Ⅲ式土器。5は深鉢形土器の口縁部。隆線による渦巻文や斜縄文の曽利Ⅲ式土器。6は

隆線による楕円文に平行沈線文の曽利Ⅲ式土器。7は隆帯と楕円文の内に連続刺突文の曽利Ⅲ式土器。8は

深鉢形土器。隆線による区画文に、地文が斜縄文に結節縄文の曽利 Ⅱ式の土器。9は斜縄文の曽利 Ⅱ式に

比定される土器。10、 11は地文が斜縄文、それに結節文が施された曽利 Ⅱ式土器。12は深鉢形土器の回

縁部で隆線による渦巻状文の曽利Ⅲ式土器。13は 深鉢形土器の胴部。地文が斜縄文に楕円区画文の曽利

Ⅲ式の土器。14は深鉢形土器の口縁部。隆線による渦巻文や蛇行文が施された曽利Ⅲ式に近い土器。15は

地文が斜縄文、それに結節縄文が加えられた文様と、平行沈線文の曽利Ⅲ式の土器。¶6は キャリパー形土

器の口縁部。楕円文内に竹管具による連続刺突文が施された曽利Ⅲ式の土器。17、 18は半裁竹管具による

平行沈線文の曽利Ⅲ式と考えられる土器。19は深鉢形土器の口縁部。横位に隆帯文、あとは無文の曽利

Ⅲ式土器。20は地文が斜縄文、沈線による楕円文、その内側は磨消文の縄文後期称名寺式土器。21は 20

と同様の土器。
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泉 ―元 分 布 調 査 遺物  土器 (第 121図・図版39下 )

1は深鉢形土器の口縁部。粘土紐による斜状平行文の唐草文 正式土器。2は隆線による渦巻文や粘土組

による楕円文、それに連続刺突文の深鉢形土器、唐草文系 Iと 考えられる。3は土器の回縁部、粘土紐を

平行に配したり横位に付した、唐草文系土器の 正式土器。4は 1の土器と同類の土器。5は キャリパー形の

深鉢形土器の回縁部、粘土紐によるU字形平行線文や渦巻文の唐草文系の 正式土器。6は深鉢形土器の頸

部、粘土紐横位に四条施しそれに縦位粘土紐を張り付けた文様や、粘土紐による渦巻文や竹管具による平

行沈線文の唐草文系Ⅱ式と考えられる土器。7は深鉢形土器、隆線を縦位に張り付け、その上に横位連続

の粘土紐を張り付けその上に横位連続の粘土紐を張り付けた文様や竹管具による沈線文の唐草文系Ⅱ式土

器。8は 7と 同類土器。9は深鉢形土器の頸部、平行の隆線に竹管具による押引文や平行沈線文の井戸尻Ⅲ

式土器。10は斜縄文の深鉢形曽利 Ⅱ式土器。11は深鉢形土器、地文が斜縄文、それに隆線による平行文

の曽利 Ⅱ式土器。12は鉢形土器の回縁部で有孔の把手部分、加曽利BI式に見られる土器である。13は

土師器の甕の口縁部。かき目痕が見られる平安時代のもの。

石器 (第 121図 )

14は硬砂岩の打製石斧。15は硬砂岩の打製石斧。

泉 ―天 分 布 調 査 遺 物  土器 (第 122,123図 ・図版40上 )

1は楕円状の隆線文の曽利 1式の土器。2は隆線と竹状器具による平行沈線の曽利 Ⅱ式土器。3は地文が

斜状文縦位に平行沈線文や連続刺突文と結節文の曽利 Ⅱ式土器。4は地文が斜状文、それに、平行沈線文

と磨削文の曽利Ⅲ式土器。5は地文が斜状文と磨消文の曽利Ⅳ式土器。6は地文が斜縄文それに楕円形の

沈線文、その内側に結節縄文の曽利Ⅲ式土器。7は磨削文に沈線による平行文や斜線文の曽利V式土器。

8は深鉢形土器、櫛状器具による平行沈線文の曽利Ⅲ式 Bと 考えられる土器。9は磨消文に平行沈線文や

U字文が描かれた曽利 V式 と考えられる土器。10は縦位及び横位の平行沈線文の曽利 V式土器。11は地

文が斜縄文に細目の粘土紐を付 した曽利Ⅳ式に比定される土器。12は縄文帯に磨消文を付 した縄文後期

の加曽利 BⅡ 式と考えられる土器。13は地文に斜縄文と磨消文の縄文後期加曽利 B皿 式土器。14は地文

に斜縄文と楕円文や磨消文が施された縄文後期加曽利 BⅡ 式土器。15は地文が斜縄文それに沈線による

楕円文や磨消文の縄文後期加曽利 BⅡ 式土器。16は磨消文に斜状平行沈線文の縄文後期加曽利 BⅡ 式土器。

17は鉢形土器の口縁部内側、地文は細かい斜状文の上に平行沈線文の縄文後期加曽利B正 式土器。18は

地文が斜縄文、それに沈線による平行文や渦巻文更に櫛刃状器具による斜線が描れた堀之内 I式 と考えら

れる土器。19は 無文帯に楕円沈線文が描かれた縄文後期堀之内正式土器。20は磨消文の深鉢形土器、縄

文後期の堀之内 正式土器。21は深鉢形土器、無文、縄文後期堀之内正式土器。22は粗製の鉢形無文土器

堀之内正式土器。23は 内黒の土師器、底部に糸切痕が見られる、平安時代。24は叩き日のある須恵器、

平安時代。25は無文の須恵器、平安時代。

石器 (第 122,123図 。図版40上 )

26は緑色岩の打製石斧。27は硬砂岩の敲石。28は緑色岩の打製石斧を利用した凹石。29は緑色岩の石匙。

30は硬砂岩の石垂。31も同じ。32小型の硬砂岩の敲石。33は硬砂岩の磨石。34は鉄鐸。35は黒曜石の石器。
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第4章 泉原遺跡・土壌に関する化学分析結果

は じめに

黒河内和泉原に所在する泉原遺跡の発掘調査では、縄文時代中期～後期、平安時代後期の遺構が検出さ

れた。このうち、縄文時代中期を中心とした集落跡では、埋甕が多く出土し、食糧貯蔵や遺体埋葬の可能

性が指摘されている。

そこで今回は、特にヒトを含む動物遺体が埋納された可能性を検証するために、人骨成分としてよく知

られている、リン・カルシウム分析を実施した。また、植物に由来するリン酸の影響も考慮するため、炭素

(腐植)含量も測定した。土壌中に含まれている有機炭素やリン酸の大部分は植物起源であるため、腐植

含量の値から植物遺体の影響を相対的に知ることができる。植物遺体の影響を差し引けば、概ね動物遺体

由来のリン酸と考えればよい。すなわち、腐植含量の低い土壌でリン酸含量が高ければ、動物遺体由来の

リン酸が土壊中に付加されたことが指摘できる。東京都北区の豊島馬場遺跡では、リン酸の残留しにくい

沖積地に構築された方形周溝墓周溝への遺体埋葬位置について、この方法を利用して良好な成果が得られ

ている。(辻本・小林、1995)そ こで、腐植含量も考慮して、測定したリリン酸・カルシウム含量を評価する。

1.試料

調査対象は、泉原遺跡の埋甕と伏甕、このうち、泉原遺跡の第26住居址の埋甕は、ほぼ完形で出土し、

食糧貯蔵の可能性が指摘されている。

2。 分析方法

土壌標準分析。測定法委員会 (1986)、 土壌養分測定委員会(1981)、 京都大学農学部農芸化学教室 (1957)を

参考に、リン酸含量の測定は硝酸・過塩素酸分解一バナドモリブデン酸比色法、カルシウム含量の測定は硝酸・

過塩素酸分解一原子吸光光度法、炭素(腐植)含量の測定はチューリン法で行った。以下に、行程を述べる。

<試料の調整>

試料を風乾後、軽く粉砕して、2.00mmの 節を通過させる。(風乾細土試料)風乾細土試料の水分を、加熱

減量法(105℃ 、50寺間)に より測定する。

<リ ン酸・カルシウム含量>

風乾細土試料2.00gを ケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸約5mOを加えて、加熱分解する。

放冷後、過塩素酸約10moを加えて、再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mOに 定容 して、ろ過する。

ろ液の一定量を試験管に採取 し、リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン酸 (P205)濃度を測定する。

別に、ろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に、原子吸光光度計によリカルシウム(CaO)

濃度を測定する。

<炭素 (腐植)含量>

微粉砕試料0。 100～0.500gを 、100mO三 角フラスコに正確に秤りとり、0.4Nク ロム酸・硫酸混液10moを正

確に加え、約200℃ の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.2%フ ェニルアントラニル酸液を指示薬

にして、0.2N硫酸第1鉄 アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分量から、乾土

あたりの有機炭素量 (0嘔 ‐C乾土%)を 求める。これに、1.724を 乗じて、腐植含量(%)を 算出する。
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3.結果

結果を表5に示す。

表5 泉原遺跡埋甕の土壊理化学分析結果

試料名 土性 土色
腐植
(%)

リン酸
P205(mg/g)

カルシウム

CaO(mg/g)

15生主 埋甕A CL 10YR3/2黒褐 4.35 4.53 2.76

埋甕B CL 10YR3/2黒褐 4.98 4.14 3.10

16生主 埋甕 CL 10YR3/4暗褐 3.43 4.85 2.74

18住 埋甕 CL 10YR3/2黒褐 3.71 3.70 3.82

26住 埋甕 CL 10YR2/3黒褐 4.42 4。26 3.22

27生主 埋甕No。 1 CL 10YR3/3暗褐 3.62 3.28 2.95

埋甕No。 2 CL 10YR3/4暗褐 3.48 4.48 3.49

28住 埋甕 CL 10YR3/2黒褐 5。 35 4.54 5.04

29生主 伏甕A CL 10YR2/3黒褐 4.79 6。 93 4.09

伏甕B LiC 10YR2/2黒褐 6。 21 5。 93 5。 52

土色 :マ ンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修,1967)

土性 :土壊調査ハンドブック(ペ ドロジスト懇談会編,1984)の野外土性

CL:埴壊土 (粘±15～ 25%、 シル ト20～ 45%、 砂3～ 65%)

LiC:軽埴土 (粘±25～ 45%、 シル ト0～ 45%、 砂10～ 55%)

土性は埴壊土～軽埴土に区分され、全体的にやや粘土質の土壌である。土色は黒褐～暗褐色を呈す。

腐植含量は試料の土色と良く対応 し、黒味の強い試料ほど腐植含量が高い。また、リン酸含量は平均

4.66P205mg/gで あり、第29住埋甕 A・ Bで高い。また、カルシウム含量はリン酸含量よりも低 く、平均

3.67CaOmg/gで ある。リン酸含有量と同様に、第29住埋甕で高い。

4口 考 察

調査した埋甕と伏甕内の土壌は、全体的にやや粘土質の土壌であった。粘土成分は、土壌中の理化学成

分を吸着・保持しやすいことから、調査した土壌も遺体などの残留成分を保持しやすかったとみられる。

また、土色は黒褐～暗褐色を呈し、腐植の影響を強く受けていることがうかがえる。

一般的に、 リン酸の土壌中に含まれる量、いわゆる天然賦存量は約3.OP205mg/g程 度 とされる。

(Bowen,1983:Bolt・ Bruggenwert;1980;川崎ほか,1991;天野ほか,1991)ま た、人為的な影響を受けた

黒ボク土の平均値は、5。5P205mg/gと の報告もある。 (川崎ほか,1991)さ らに、当社での分析例では、

骨片などの痕跡が認められる土壌で6.OP205mg/gを 越える場合が多い。なお、各調査例の記載単位が異な

るため、ここではすべてP205mg/gで 統一した。これらの値を著 しく越える土壊では、外的要因(お そらく

人為的影響によるもの)に よるリン酸成分の富化が指摘できる。また、カルシウムの天然賦存量は普通1

～50CaOmg/g(藤 貫 ,1979)と いわれ、含量幅がリン酸よりも大きい。調査 した土壌の成分のうち、特

にリン酸含量はリン酸の天然賦存量と比較して全体的に高かった。ここで、腐植含量の影響を検討するた

めに、東京都北区豊島馬場遺跡の例を参考にして、今回の腐植含量の相関関係を考えたい。前述のように、

炭素含量の低い土壌でもリン酸含量が高ければ、動物遺体由来のリン酸が土壌中に付加されたことが示唆

される。調査 した両成分の、相関関係を示す散布図 (図 124)で は、ほとんどの試料で腐植含量とリン酸含

量に相関関係が認められる。すなわち、腐植含量が高ければリン酸含量も高い。これより、各試料は、植

物由来のリン酸成分を含有することが示唆される。しかし、第16住埋甕、第27住埋甕No。 2、 第29住伏甕A
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については、相関関係を示す回帰直線よりも

明らかに高い位置にあり、リン酸含量が有意

に高いことが判る。つまり、これらの遺構で

は、人為的にリン酸が富化された可能性が高

く、遺体埋納が示唆される。

また、第28住埋甕や第29住伏甕 Bの ように、

カルシウム含量だけが高い試料も見られた。

この点は、カルシウム成分に富むもの (例 えば、

骨や貝殻)が混入したことを示唆するが、リ

ン酸含量が有意に高くないため、現段階では

半J断 が難しい。

第26住埋甕は、ほぼ完形で検出され、食糧

貯蔵の可能性が指摘されている。しかし、リ

ン酸やカルシウム成分の富化は認められず、

すくなくとも内容物が動物質でなかったか、

内容物が取り出された後に埋積したことが示

唆される。

o泉原遺跡

16住埋甕 。

27住埋甕2°

024681o
腐植含量(%)

第124図 腐植―リン酸成分の散布図

直線は回帰曲線を示す。リン酸含量の高いものについては、試料名を示す。

リン酸含量 (P205mg/g)

12
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第 5章 まとめ

中山間地域総合整備事業黒河内地区圃場整備に伴い、同地区内にある泉原遺跡が破壊されてしまうため、

平成10年7月 15日 より9月 2日 までのlヶ 月半にわたり緊急発掘調査を実施した。その結果を要約すれば以下

のとおりである。

1。 今回の発掘調査は黒河内633番地ほか12,500ぶ の範囲を実施した。

2.発見された遺構は次のとおりである。

縄文時代中期の竪穴式住居址    23軒

縄文時代後期の竪穴式住居址     4軒

平安時代の竪穴式住居址       4軒

3.検出された遺物は次のとおりである。

〈復元されたもの〉

縄文時代中期の土器

土師器

灰釉陶器

〈土器片、石器数〉

縄文時代前期

中期初頭

中期中葉

中期後葉

後晩期

弥生時代

土師器

須恵器

中世、近世

石器等

その他

遺物合計 (土器片+石器等)

総合計 (遺物合計+復元)

発掘の詳細については前述のとおりであるが、調査の経過及び整理を通じて得られた問題点について概

述してみる。

まず第1に 住居址の形態は、縄文中期では楕円形、隅丸方形が主であった。炉址で小型、中型、大型の

三種類で、直径lmを超えた、たいへん大きなものも検出された。大方は石囲炉であったが石棒が利用され

ているものも確認され、これなどは信仰的な意味を含んだ遺構ではないかと思われる。縄文時代の住居址の

柱穴については主柱穴が4、 5、 6柱のものが多くみられたが、それと同時に補助穴の存在も数多く認めら

れた。泉原遺跡では、縄文中期後葉の住居址が多く確認された。しかし、中には2回3回 と切られて検出さ

221ヨ

6個

1イ固

1点

1点

108沢ミ

11,690メ気

630月域

4点

441メミ

27点

9点

525バ気

35点

13,515月気

13,544メミ
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れたものもあり、何回か入れ替わりのあった集落だと考えられる。遺物については、大型の埋甕や伏甕が

多数検出された。今回特に伏甕の中に残っていた土の科学分析を行ったところ、多量のリンが検出され興

味深い結果を得ることができ、今後の研究に生かしていきたい。

次に、本遺跡では平安時代の遺構も確認され、その時代の住居址については4穴の遺構が基本だったよ

うであるという調査結果を得た。残念ながら中世の遺物があまり認められなかったため、中世になる頃に

集落が移動してしまったと考えられる。しかし、遺跡近くに鎌倉時代のものと思われる神明神社があり、

その関係を考慮する必要がある。

本遺跡は三峰川の扇状地にあるが、近くの谷が遺跡を更に造成している。「泉」というこの地区の名前は

このあたりからつけられたものであると考えられる。地質面においては、この土地は全体的に御岳テフラ

に覆われており、上面には赤ホヤ、AT、 下層にはPlが認められた。また、近くに中央構造線も通ってい

て今回の調査でも断層が確認され、たいへん貴重な資料を得ることができた。

また、今回の発掘と平行して遺跡付近の地名の調査も行われ、古代、中世、近世に関する歴史環境も知

ることができた。

く泉原遺跡の発掘にあたりご協力を賜った方々について〉

試掘時よりご協力いただいた黒河内地区のみなさん、また本発掘の際にご尽力くださった長谷村文化財

専門委員の方々には心より感謝申し上げます。東部建設の社長の考古学への熱意には心を動かされました。

高遠町の鈴木岬さんには遺物の復元を通して、縄文、古代のロマンを感じさせていただき感謝申し上げま

す。また、奥田静子さん、唐沢春恵さん、鈴木和恵さんには図版製作、報告書作成の手順を丁寧にご指導

いただきありがとうございました。

多くの方々のご協力により泉原遺跡の報告書が刊行できたことに改めて厚くお礼申し上げます。

友野 良一 松田 元伸
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